
［平成28年8月31日現在］
人の動き ●町の人口 6,835人

前月比（－16）
●男性 3,247人

前月比（－6）
●女性 3,588人

前月比（－10）
●世帯数 2,925世帯

前月比（－1）
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ふるさと吉富町
環境美化清掃活動！
行政懇談会報告
第３８回吉富町民文化祭
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2016
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第９回島田虎之助顕彰少年剣道形演武大会第９回島田虎之助顕彰少年剣道形演武大会

広報 みとしよ

　9月11日（日）、島田虎之助顕彰武道演武大会実行委員会（会長:守
口直泰氏）による「第9回島田虎之助顕彰少年剣道形演武大会」が吉富
小学校体育館で開催されました。

（29頁に関連記事）

主な内容

剣
は
心
な
り

心
正
し
か
ら
ざ
れ
ば

剣
又
正
し
か
ら
ず

剣
を
学
ば
ん
と

欲
す
れ
ば

先
ず
心
よ
り

学
ぶ
べ
し
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第6回

献
水
神
事・秋
の
神
楽
奉
納

　

土
屋
の
壷
神
社
で
は
、
毎
年
10
月
14
日
、
秋
祭
り
の
日
に
「
献
水
神
事
と
水
占
い
」
と
い

う
神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

　

地
元
の
氏
子
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
若
者
が
、
早
朝
、
褌
（
ふ
ん
ど
し
）
一
つ
で
佐
井
川
か

ら
手
桶
に
水
を
汲
ん
で
持
ち
帰
り
ま
す
。
持
ち
帰
ら
れ
た
浄
水
は
、
毎
年
、
神
霊
の
宿
る
壷

に
注
ぎ
入
れ
ら
れ
ま
す
。
１
年
間
で
蒸
発
し
た
量
だ
け
注
ぎ
足
し
、
そ
の
量
に
よ
っ
て
、
翌

年
の
五
穀
豊
穣
に
必
要
な
降
水
量
を
占
う
の
で
す
。

　

こ
の
神
事
は
、
鎌
倉
時
代
の
弘
安
４
（
１
２
８
１
）
年
、
空
か
ら
天
降
っ
た
明
星
の
神
を

土
屋
三
郎
右
衛
門
と
い
う
人
が
発
見
し
、
川
の
中
か
ら
壷
に
す
く
い
上
げ
、
壷
大
明
神
と
し

て
た
た
え
た
こ
と
が
起
源
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
60
年
４
月
１
日
に
は
、
町
の
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

天
下
泰
平
・
無
病
息
災
・
国
家
長
久
を
祈
り
、
豊
作
や
豊
漁
を
感
謝
す
る
た
め
に
奉
納
さ

れ
て
き
た
神
楽
。
京
築
地
域
は
神
楽
が
盛
ん
な
地
域
で
、
現
在
、
30
を
超
え
る
神
楽
団
体
が

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
も
、
10
月
は
随
所
で
執
り
行
わ
れ
る
秋
祭
り
で
、
土
屋
神
楽
講
や
吉
富
神
楽
を
中

心
に
神
楽
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。
ふ
る
さ
と
吉
富
の
秋
は
、
笛
太
鼓
の
お
囃
子
の
音
と
と
も
に

訪
れ
、
神
楽
で
賑
わ
う
季
節
な
の
で
す
。

壷
神
社
の
献
水
神
事
と
水
占
い

秋
の
京
築
神
楽

ふ
る
さ
と
吉
富
町

私
た
ち
が
暮
ら
す
「
吉
富
町
」
に
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
数
々
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
こ
に
は
現
在
の
快
適
な
生
活
の
ベ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
ふ
る
さ
と
吉
富
町
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

1日

1日

2日

8日

8日

8日

8日

8日

9日

9日

9日

9日

14日

15日

23日

土

土

日

土

土

土

土

土

日

日

日

日

金

土

日

奉納日

町内で見られる！１０月の京築神楽

曜日

吉富神楽

土屋神楽講

吉富神楽

土屋神楽講

吉富神楽

土屋神楽講

土屋神楽講

吉富神楽

吉富神楽

友枝神楽講
（上毛町）

成恒神楽講
（上毛町）

友枝神楽講
（上毛町）

豊前蛎瀬神楽
（中津市）

成恒神楽講
（上毛町）

友枝神楽講
（上毛町）

神楽団体

広津下（公民館）

和井田（事比羅神社）

幸子古（公民館）

高浜（公民館付近）

喜連島（公民館）

鈴熊（公民館）

昭和（公民館）

広津上（公民館）

別府（貴船神社）

幸子上（友愛会館）

土屋（壷神社）

今吉（春日神社）

界木（公民館）

場所

小犬丸上
（宇賀貴船神社）

小犬丸下
（毘沙門天）

吉富神楽 土屋神楽講

壷神社の献水神事
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■日時　　　　　 10月15日（土）
■実施・集合場所　山国川河川敷（ヘリポート付近）
●実施内容　散乱ゴミの収集活動
●主催　　　吉富町

午前8時～

　吉富町をきれいで住み良いまちにしていくため、下記のとおり環境美化清掃活動を行います。
　多くのボランティアの方のご参加をお待ちしています。

※当日、ゴミ収集活動に必要なゴミ袋等は主催者が準備します。
※雨天時は参加者の方各自で雨具等をご用意ください。（雨天決行）
※『母なる山国川の豊かな自然環境を郷土の誇りとして次代に引き継ぐ』ため、
　10月15日の「山国川の日」にあわせて、流域市町村等によって清掃活動が
　行われています。

環境美化清掃活動！環境美化清掃活動！

吉富町男女共同参画講演会吉富町男女共同参画講演会

～環境美化活動の実施とボランティア募集のお知らせ～

■問合せ　住民課　☎24－1124

■日時　11月2日（水）
■会場　吉富フォーユー会館 2階 研修室1・2

安武 信吾 氏（西日本新聞社）

あなたは子どもに何を遺せますか

　男女共同参画社会とは、「男女が互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合い、性別にかかわりなく、
その個性と能力を十分に発揮することができる社会」です。
　吉富町では、男女共同参画社会を確立し、「男女が互いに思いやり、自分らしく、ともに生きるまち」を目
指しており、その活動のひとつとして今年も講演会を開催いたします。

■問合せ　住民課　☎24－1124

いっしょに
『ピカ美化』
してみませんか！

平成
28年度

～男女共同参画の大切さ～

「はなちゃんのみそ汁」の著者です

男女の固定的役割分担意識の見直しや、様々な活動に男女が共に参画することの大切さ、
この講演会で見つけてみませんか。

のこ

午後1時30分～

講師

演題

【講師：安武信吾氏プロフィール】
　福岡県宮若市出身、西日本新聞社編集委員として福岡市に在住。乳がんを患い短い余命を覚悟した妻の千恵さん
が一人娘のはなちゃんに、みそ汁づくりを通して生きることの大切さや人を愛することのすばらしさを伝えたノンフィク
ション「はなちゃんのみそ汁」を刊行した。その後、俳優の広末涼子さんが主役を演じる映画も公開され話題となる。

入場無料
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４
月
に
起
き
た
熊
本
地
震
に

　
　
　
つ
い
て
、
町
は
何
ら
か
の
支

援
を
し
た
か
。
近
隣
市
町
で
は
、
被

災
地
へ
職
員
の
派
遣
を
行
っ
て
い
る

と
新
聞
で
見
た
。

　
　
　

町
内
に
あ
る
事
業
所
（
株
式

　
　
　

会
社
ア
イ
エ
ヌ
ラ
イ
ン
）
が

熊
本
に
も
事
業
所
が
あ
り
、
支
援
物

資
を
毎
日
配
送
し
て
い
る
と
の
こ
と

か
ら
、
町
の
災
害
用
の
備
蓄
物
資
を

３
分
の
１
程
度
託
し
ま
し
た
。
職
員

の
派
遣
に
つ
い
て
は
、
希
望
を
と
り

福
岡
県
町
村
会
の
割
当
に
よ
り
１
人

派
遣
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
か
ら
義

援
金
と
し
て
１
５
０
万
円
を
熊
本
県

町
村
会
に
送
り
ま
し
た
。

　
　
　
空
き
家
の
推
進
に
つ
い
て
、

　
　
　
具
体
的
な
計
画
は
あ
る
の
か
。

　
　
　

昨
年
度
、
空
き
家
実
態
調
査

　
　
　

を
行
い
、
約
３
０
０
件
の
空

き
家
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
内
、
２

割
は
特
に
修
繕
の
必
要
が
な
く
利
活

用
で
き
る
空
き
家
、
７
割
は
修
繕
等

を
す
れ
ば
利
活
用
で
き
る
空
き
家
、

１
割
は
適
正
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い

な
い
空
き
家
と
い
う
調
査
結
果
で
し

た
。
今
年
の
４
月
に
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
移
住
・
定
住
サ
イ
ト
を
設

け
、
現
在
、
不
動
産
業
者
と
協
議

し
、
利
活
用
の
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
　
　
防
災
避
難
訓
練
を
土
曜
日
で

　
　
　
は
な
く
、
日
曜
日
に
し
て
も

ら
い
た
い
。

　
　
　

昨
年
度
、
土
曜
日
に
実
施
し

　
　
　

た
際
に
、
他
に
も
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
仕
事
の
関
係
で
参

加
で
き
る
人
が
少
な
い
な
ど
、
町
と

し
て
も
多
く
の
町
民
の
方
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
た
い
の
で
、
日
曜
日
に

実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
広
津
交
差
点
の
完
成
時
期
や

　
　
　

進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

一
部
の
土
地
に
つ
い
て
、
県

　
　
　

が
代
替
地
の
交
渉
を
含
め
て

用
地
交
渉
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の

用
地
交
渉
に
は
町
の
職
員
も
同
席
し

て
い
ま
す
。
昨
年
度
、
広
津
駐
在
所

の
移
転
が
実
施
さ
れ
、
県
も
早
期
完

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
し

ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　
　
　
直
江
交
差
点
東
側
（
く
ら
や

　
　
　
前
）
の
県
道
は
、
い
つ
完
成

す
る
の
か
。
山
国
橋
か
ら
直
江
交
差

点
東
側
ま
で
、
朝
の
渋
滞
が
す
ご
く

県
道
の
改
良
で
解
消
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　

県
は
、
平
成
30
年
度
を
完
成

　
　
　

予
定
と
し
て
い
ま
す
。
交
差

点
に
は
、
右
折
レ
ー
ン
も
改
良
さ
れ

る
の
で
い
く
ら
か
解
消
さ
れ
る
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
ほ
場
整
備
の
進
捗
は
ど
う

　
　
　
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

界
木
地
区
は
昨
年
度
に
事
業

　
　
　

着
手
に
向
け
説
明
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
年
度
、
国
に
事
業
申

請
を
し
て
採
択
さ
れ
、
実
施
設
計
や

事
業
計
画
、
測
量
を
進
め
て
い
く

が
、
地
権
者
に
本
同
意
を
い
た
だ

き
、
そ
の
後
の
事
業
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

ご
み
出
し
の
マ
ナ
ー
が
悪

　
　
　
い
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
く
れ

な
い
。

　
　
　

マ
ナ
ー
の
悪
い
ご
み
出
し

　
　
　

は
、
注
意
シ
ー
ル
を
貼
り
し

ば
ら
く
の
間
放
置
し
、
出
し
た
本
人

に
気
づ
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
水
路
な
ど
ご
み
の
ポ
イ
捨
て

　
　
　
が
多
い
。
缶
ビ
ー
ル
や
コ
ン

ビ
ニ
の
袋
な
ど
、
子
ど
も
で
は
な

く
、
大
人
の
マ
ナ
ー
が
悪
い
。

　
　
　

役
場
前
の
水
路
を
見
て
い
ま

　
　
　

す
と
、
い
つ
も
同
じ
ご
み
が

流
れ
て
き
ま
す
。
毎
月
第
２
土
曜
日

に
吉
富
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
行
い
、
町

内
で
ご
み
を
拾
う
方
の
光
景
を
見
る

と
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
の
抑
止
に
も

繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
太
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ト
イ
レ

　
　
　
を
使
え
る
よ
う
に
し
て
も
ら

い
た
い
。

　
　
　

現
在
、
既
存
の
ト
イ
レ
の
撤

　
　
　

去
及
び
簡
易
ト
イ
レ
の
設
置

等
に
つ
い
て
検
討
中
で
す
。

　
　
　
吉
富
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
に
町
内
巡
回
バ
ス
の
バ
ス
停

を
設
置
し
て
ほ
し
い
。
社
会
福
祉
協

議
会
で
サ
ロ
ン
を
や
っ
て
い
る
が
、

現
在
の
停
留
所
か
ら
は
距
離
が
あ

る
。

　
　
　

巡
回
バ
ス
は
平
成
16
年
４
月

　
　
　

か
ら
運
行
し
、
１
度
路
線
の

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
が
、
今
年

度
、
ル
ー
ト
を
検
討
・
決
定
し
、
来

年
度
の
10
月
か
ら
新
路
線
で
運
行
し

た
い
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

質
問
が
多
か
っ
た
も
の
と
そ
の
回
答

R
ep

o
rt 

QA

QA

QQ A

QAA QA Q

A QQQ AA

A

行
政
懇
談
会
報
告

（
検
討
結
果
を
含
む
。）

　
平
成
28
年
５
月
12
日
か
ら
６
月
９
日
ま
で
の
間
、
町
内
17
箇
所

（
20
行
政
区
）
で
行
政
懇
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
合
計
３
５
０
名

の
多
く
の
住
民
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ま
た
、
自
治
会
長
及
び
役
員
の
方
に
は
、
事
前
の
準

備
、
当
日
の
会
場
設
営
な
ど
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

 

本
年
度
の
行
政
懇
談
会
に
お
い
て
も
、
多
く
の
方
か
ら
ご
質
問
、

ご
意
見
、
ご
要
望
を
い
た
だ
き
、
町
政
へ
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
ご
質
問
等
は
代
表
的
な
も
の
を
紹
介
し
、
質
問
内
容
は
要
約
、

複
数
の
意
見
を
ま
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
回
答

に
は
、
そ
の
後
検
討
し
た
内
容
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

総務課だより 問 総務課　☎24-1122
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町
内
の
道
路
で
、
ス
ピ
ー
ド

　
　
　
を
出
す
車
が
多
く
て
危
な

い
。
脇
道
に
入
り
、
通
学
路
で
も
か

な
り
ス
ピ
ー
ド
が
出
て
い
る
。

　
　
　

他
地
区
で
も
多
く
の
意
見
が

　
　
　

あ
り
ま
し
た
。
赤
信
号
が
待

て
な
い
の
か
、
脇
道
に
入
り
急
い
で

運
転
を
し
て
い
る
場
面
を
見
ま
す
。

特
に
狭
い
道
路
で
は
危
な
い
の
で
、

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
た
だ
き
、

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
を
推
進
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

◎
楡
生
の
交
差
点
は
事
故
が
多
い
。

点
滅
信
号
で
は
な
く
信
号
機
は
設

置
で
き
な
い
の
か
。

（※

昨
年
に
引
き
続
き
、
警
察
と
協

議
し
ま
し
た
が
、
取
り
締
ま
り
を

強
化
す
る
と
い
う
回
答
で
し

た
。
）

◎
楡
生
の
点
滅
信
号
の
北
側
カ
ー
ブ

の
箇
所
に
街
灯
を
設
置
し
て
も
ら

い
た
い
。
車
の
盗
難
も
あ
っ
た
。

（※
自
治
会
要
望
を
受
け
現
地
調

査
を
行
い
、
隣
接
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
柱
に

設
置
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
な

お
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
柱
に
つ
い
て
は
、
今

回
か
ら
添
架
料
が
必
要
と
な
る
た

め
、
９
月
議
会
に
て
予
算
確
保

後
、
設
置
工
事
の
発
注
予
定
で

す
。
）

◎
町
内
の
中
心
部
か
ら
北
側
に
は
、

吉
富
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
や
吉
富

漁
村
セ
ン
タ
ー
な
ど
公
共
施
設
が

あ
る
。
南
側
の
幸
子
の
方
に
は
公

共
施
設
が
な
い
。
避
難
場
所
も
含

め
て
作
っ
て
ほ
し
い
。

◎
公
民
館
が
避
難
場
所
と
な
っ
て
い

る
。
避
難
経
路
に
街
灯
を
設
置
し

て
も
ら
い
た
い
。

（※

地
区
間
を
結
ぶ
幹
線
道
路
以
外

の
地
区
内
道
路
の
街
灯
は
自
治
会

で
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

　

す
。
電
気
代
は
町
が
80
％
補
助

し
て
い
ま
す
。
）

◎
土
屋
区
、
佐
井
川
西
側
の
町
道

に
、
離
合
ス
ペ
ー
ス
が
で
き
、
と

て
も
利
用
し
や
す
く
な
っ
た
の
で

お
礼
を
言
い
ま
す
。

◎
地
区
内
に
新
し
い
住
宅
も
増
え
て

き
て
、
初
期
消
火
活
動
す
る
の

に
、
消
火
栓
が
適
正
な
箇
所
に
な

い
。
新
た
な
消
火
栓
の
設
置
を
要

望
し
た
い
。

（※

随
時
、
消
火
栓
や
格
納
箱
は
設

置
し
て
い
ま
す
が
、
必
要
な
箇
所

が
あ
れ
ば
自
治
会
か
ら
要
望
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
）

◎
夜
間
、
町
内
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル

と
か
は
し
な
い
の
か
。

（※

町
内
に
防
犯
組
合
が
あ
り
、
定

期
的
に
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て

お
り
、
パ
ト
カ
ー
も
一
緒
に
巡
回

し
て
い
ま
す
。
）

◎
毎
朝
、
役
場
前
を
通
っ
て
散
歩
を

し
て
い
る
が
、
職
員
の
方
が
挨
拶

し
て
く
れ
る
。
町
に
住
ん
で
15
年

程
に
な
る
が
、
上
司
の
指
導
が
行

き
届
い
て
い
る
の
か
職
員
が
頑
張

っ
て
い
る
。
是
非
続
け
て
も
ら
い

た
い
。

◎
小
学
校
の
通
学
路
で
、
昭
和
区
の

黒
川
水
路
沿
い
に
防
護
柵
を
一
部

改
良
し
て
く
れ
て
、
子
ど
も
た
ち

が
安
心
し
て
学
校
に
行
け
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
お
礼
を
言
い
ま

す
。

◎
昨
年
、
ビ
ン
の
ご
み
袋
が
大
き

く
、
一
杯
に
な
る
と
重
す
ぎ
て
運

べ
な
い
の
で
小
さ
く
な
ら
な
い

か
。
と
意
見
を
し
た
と
こ
ろ
、
小

さ
い
袋
が
で
き
た
の
で
お
礼
を
言

い
ま
す
。

◎
地
区
内
の
土
地
が
適
正
な
管
理
が

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
草
が
生
え

た
状
況
で
狸
が
で
て
困
っ
て
い

る
。

（※

草
刈
依
頼
文
書
発
送
前
に
、
自

治
会
で
対
応
さ
れ
ま
し
た
。
）

◎
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
地
区
内

に
、
１
台
し
か
な
い
。
１
台
か
２

台
は
町
で
、
全
額
負
担
し
て
も
ら

い
た
い
。

（※

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
費
用
の
２
分
の
１
で

上
限
10
万
円
を
補
助
し
て
い
ま

す
。
全
額
補
助
は
で
き
ま
せ

ん
。
）

◎
消
防
団
第
３
分
団
車
庫
北
側
に
排

水
ポ
ン
プ
を
設
置
し
て
い
る
が
、

い
ざ
と
い
う
時
に
起
動
す
る
の

か
。

（※

６
月
か
ら
11
月
の
出
水
期
は
業

者
に
月
１
回
点
検
を
委
託
し
て
い

ま
す
。
）

◎
土
屋
の
壺
神
社
へ
向
か
う
町
道
の

舗
装
は
い
つ
頃
で
き
る
の
か
。

（※

12
月
末
竣
工
予
定
で
す
。
）

◎
街
灯
が
暗
い
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
検
討

し
て
も
ら
い
た
い
。

（※

街
灯
に
は
町
が
設
置
す
る
も
の

と
自
治
会
で
設
置
す
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
町
の
街
灯
に
つ

い
て
は
、
随
時
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
し
て

い
ま
す
の
で
、
暗
い
箇
所
が
あ
れ

ば
自
治
会
長
を
通
し
て
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
）

安
全
安
心
に
関
す
る
こ
と

QA　
前
記
以
外
に
も
行
政
全
般
に

わ
た
り
質
問
、要
望
が
出
さ
れ

ま
し
た
。そ
の
主
な
も
の
は
次

の
と
お
り
で
す
。回
答
又
は
検

討
の
結
果
・
経
緯
に
つ
い
て
は

（※

）で
記
載
し
て
い
ま
す
。

生
活
環
境
に
関
す
る
こ
と

総務課だより 問 総務課　☎24-1122
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◎
Ｊ
Ｒ
吉
富
駅
前
の
駐
輪
場
が
足
り

な
い
の
で
は
な
い
か
。
駐
車
場
は

昼
間
停
め
ら
れ
な
い
と
よ
く
聞
く

が
広
げ
る
計
画
は
な
い
の
か
。

（※

駐
輪
場
に
つ
い
て
は
、
学
生
が

大
半
で
す
が
、
空
い
て
い
る
箇
所

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
駅
に
近
い

ほ
ど
よ
く
停
め
て
お
り
台
数
は
十

分
に
確
保
し
て
い
ま
す
が
、
場
合

に
よ
っ
て
は
検
討
し
ま
す
。
ま
た

駐
車
場
は
有
人
か
ら
無
人
化
に
な

る
協
議
が
あ
っ
て
い
る
時
に
、
利

用
者
を
多
く
す
る
た
め
、
低
料
金

に
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
）

◎
Ｊ
Ｒ
吉
富
駅
前
の
駐
輪
場
で
、
移

動
し
な
い
自
転
車
が
見
受
け
ら
れ

る
。
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る

の
か
。

（※

年
に
１
回
、
放
置
自
転
車
の
調

査
を
行
い
、
対
応
し
て
い
ま
す
。
）

◎
天
仲
寺
に
水
道
の
配
水
タ
ン
ク
が

で
き
る
と
聞
い
た
が
。

（※

今
年
度
か
ら
３
年
間
で
計
画
を

し
て
い
ま
す
。
新
た
な
配
水
タ
ン

ク
は
筒
状
で
平
成
30
年
度
完
成
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
）

◎
今
後
、
ほ
場
整
備
を
す
る
に
当
た

り
、
大
型
車
輌
も
通
過
す
る
と
思

う
が
佐
井
川
橋
は
大
丈
夫
か
。

（※

整
備
を
す
る
時
は
搬
入
ル
ー
ト

を
含
め
、
検
討
し
ま
す
。
）

◎
電
源
道
路
か
ら
界
木
に
抜
け
る
道

は
通
学
路
で
あ
る
が
狭
く
て
危
な

い
。
路
側
帯
に
カ
ラ
ー
舗
装
を
し

て
も
ら
え
な
い
か
。

（※

交
通
安
全
担
当
課
と
協
議
し
、

今
後
、
道
路
拡
幅
も
念
頭
に
検
討

し
ま
す
。
）

◎
空
き
家
の
問
題
に
つ
い
て

（※

行
政
代
執
行
は
、
強
い
公
権
力

の
行
使
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の

手
続
き
は
透
明
性
や
適
正
性
の
確

保
が
求
め
ら
れ
、
慎
重
な
手
続
き

を
踏
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
案
件

が
あ
る
場
合
は
引
き
続
き
所
有
者

に
通
知
等
で
対
応
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
）

◎
喜
連
島
区
は
土
地
の
１
区
画
が
狭

い
。
区
画
整
備
を
し
て
も
ら
え
な

い
の
か
。

（※

国
道
や
県
道
が
接
道
し
て
い
れ

ば
、
区
画
整
備
も
検
討
で
き
ま
す

が
、
困
難
だ
と
思
い
ま
す
。
）

◎
空
き
家
を
解
体
す
る
に
も
、
高
齢

で
費
用
が
負
担
と
な
る
。
行
政
か

ら
費
用
が
出
せ
な
い
の
か
。

（※

行
政
か
ら
費
用
を
出
す
の
は
難

し
い
た
め
、
壊
す
だ
け
で
な
く
活

用
で
き
る
よ
う
に
工
夫
す
る
こ
と

も
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
）

◎
道
路
愛
護
時
、
下
水
道
に
接
続
し

て
い
な
い
道
路
側
溝
や
水
路
に
蚊

が
発
生
す
る
。
ま
た
、
土
砂
が
堆

積
し
て
い
る
。

（※

道
路
・
河
川
愛
護
時
に
自
治
会

に
て
、
土
砂
等
の
取
り
除
き
清
掃

を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
側
溝
蓋
の
取
り
外
し
等
困
難

な
状
況
の
場
合
は
、
産
業
建
設
課

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
）

◎
山
国
川
の
堤
防
に
い
つ
も
同
じ
車

が
停
ま
っ
て
い
る
。
ど
う
に
か
な

ら
な
い
で
す
か
。

（※

警
察
と
駐
車
車
両
の
取
り
締
ま

り
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。
）

◎
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、

４
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
受
け
入

れ
ら
れ
る
環
境
を
作
ら
れ
ま
し

た
。
と
て
も
良
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

◎
65
歳
以
上
の
健
康
診
断
の
メ

ニ
ュ
ー
で
、
バ
リ
ウ
ム
だ
け
で
は

な
く
胃
カ
メ
ラ
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー

を
増
や
し
て
も
ら
い
た
い
。

（※

集
団
健
診
で
は
難
し
く
、
今
年

か
ら
ピ
ロ
リ
菌
検
査
が
加
わ
り
ま

し
た
。
）

◎
高
齢
者
が
多
く
、
町
内
に
ス
ー

パ
ー
は
あ
る
が
、
自
転
車
や
歩
行

で
行
く
に
は
遠
く
て
買
い
物
が
不

便
。
訪
問
販
売
と
か
検
討
し
て
も

ら
え
な
い
か
。

（※

上
毛
町
の
取
組
が
先
日
新
聞
に

載
っ
て
い
ま
し
た
。
豊
前
市
も
実

施
し
て
い
ま
し
た
が
、
訪
問
販
売

は
単
価
が
高
く
利
用
者
が
減
っ
た

と
い
う
話
も
聞
き
ま
す
。
本
町
で

も
、
早
い
段
階
で
連
絡
を
も
ら
え

ば
配
達
を
し
て
い
る
商
店
が
あ
る

そ
う
で
す
。
ま
た
、
巡
回
バ
ス
の

ル
ー
ト
も
見
直
し
を
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
の
で
、
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
）

◎
最
近
、
小
・
中
学
生
で
挨
拶
を
す

る
子
ど
も
が
増
え
て
と
て
も
気
持

ち
が
良
い
。

◎
小
・
中
学
校
の
い
じ
め
に
つ
い

て
。

（※

小
学
校
で
は
町
の
「
い
じ
め
問

題
対
策
協
議
会
」
、
中
学
校
で
は

豊
前
市
の
民
生
委
員
や
自
治
会
長

な
ど
も
含
め
た
「
い
じ
め
不
登
校

対
策
協
議
会
」
が
あ
り
、
最
近
は

子
ど
も
た
ち
も
落
ち
着
い
て
お

り
、
現
在
、
い
じ
め
の
情
報
は
あ

が
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
）

◎
小
学
校
の
児
童
に
震
災
の
時
は
ど

の
よ
う
に
教
育
し
て
い
る
の
か
。

（※

避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
て
、

天
仲
寺
山
に
避
難
し
て
い
ま
す
。

火
災
の
訓
練
は
、
運
動
場
に
避
難

し
て
い
ま
す
。
）

◎
昭
和
区
山
国
川
堤
防
の
広
津
渡
し

の
跡
地
に
説
明
看
板
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
中
津
市
の
図
書
館
に
資

料
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
と

て
も
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し

た
。

（※

今
後
も
、
町
の
随
所
の
歴
史
を

確
認
し
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
）

保
健・福
祉・医
療

に
関
す
る
こ
と

教
育・文
化

に
関
す
る
こ
と

◎
生
徒
た
ち
で
教
え
合
う
と
効
果
が

あ
る
と
聞
く
が
、
取
り
組
ん
で
い

ま
す
か
。

（※

グ
ル
ー
プ
学
習
を
実
施
し
て
お

り
、
寺
子
屋
と
い
う
教
育
委
員
会

主
催
で
木
曜
日
に
希
望
者
を
募
り

開
催
し
て
い
る
。
中
津
市
か
ら
講

師
を
招
い
て
、
町
か
ら
も
支
援
し

て
も
ら
っ
て
い
る
。
）

◎
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
つ
い
て
、

で
き
れ
ば
５
０
０
円
券
で
発
行
し

て
も
ら
い
た
い
。

（※

吉
富
町
商
工
会
に
意
見
が
あ
っ

た
旨
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
１
，
０
０
０
円
以
上
の
買

い
物
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
消
費
喚
起
の
目
的
も
あ
り
ま

す
。
）

◎
農
地
の
購
入
が
法
人
で
も
で
き
る

と
聞
い
た
が
で
き
る
の
か
。

（※

平
成
21
年
12
月
15
日
施
行
の
農

地
法
等
の
改
正
に
よ
り
、
農
地
所

有
適
格
法
人
以
外
の
法
人
も
一
定

の
条
件
の
下
、
賃
貸
に
限
り
権
利

取
得
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。（
注
・
所
有
権
の
取
得

は
従
来
ど
お
り
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
。））

◎
浜
田
地
区
で
黒
川
揚
水
ポ
ン
プ
か

ら
水
が
流
れ
る
が
17
時
で
止
ま

る
。
も
う
少
し
延
長
は
で
き
な
い

か
。

（※

土
地
改
良
区
に
相
談
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
）

◎
本
町
の
認
定
農
業
者
の
実
態
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

（※

現
在
、
認
定
農
業
者
は
８
名

で
、
新
規
就
農
者
と
し
て
若
い
方

が
１
名
、
認
定
農
業
者
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
）

◎
上
毛
町
に
あ
る
げ
ん
き
の
杜
に
よ

く
行
く
。
吉
富
町
に
そ
の
よ
う
な

施
設
が
で
き
な
い
の
か
。

（※

吉
富
漁
港
に
汐
湯
を
検
討
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
お
風
呂

だ
け
で
は
な
く
、
加
工
場
や
直
売

所
な
ど
の
施
設
を
一
緒
に
計
画
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

は
漁
業
者
の
方
々
の
協
力
も
必
要

に
な
り
ま
す
。
）

◎
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
評
判
は

ど
う
で
す
か
。

（※

３
月
27
日
に
オ
ー
プ
ン
し
て
、

想
定
以
上
の
来
客
で
、
す
ぐ
に
売

り
切
れ
る
よ
う
で
す
。
店
主
も
お

菓
子
の
製
造
を
追
加
し
な
が
ら
工

夫
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
）

◎
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
の
花
壇
で
国
土

交
通
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し

た
。
一
時
期
は
、
ご
み
を
捨
て
ら

れ
た
り
、
お
花
を
抜
か
れ
た
り
し

て
い
ま
し
た
が
、
風
紀
が
良
く
な

り
ま
し
た
の
で
、
お
礼
を
言
い
ま

す
。
駅
前
に
来
た
時
は
、
見
て
く

だ
さ
い
。

◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
て
い
る
が
、
見
た
い
情
報
が

ま
だ
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

（※

早
め
に
対
応
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
）

◎
広
報
よ
し
と
み
の
「
人
の
動
き
」

が
５
月
号
で
は
最
後
の
ペ
ー
ジ

な
っ
て
い
た
。
最
初
の
ペ
ー
ジ
の

方
が
見
や
す
か
っ
た
。

（※

５
月
号
か
ら
一
部
カ
ラ
ー
化
に

よ
り
、
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
し
た
が
、
他
に
も
意
見
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
６
月
号
か
ら
最
初

の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
）

◎
吉
富
フ
ォ
ー
ユ
ー
会
館
の
駐
車
場

が
停
め
ら
れ
な
い
。

（※

駐
車
場
は
南
側
・
北
側
と
あ

り
、
職
員
も
停
め
て
い
ま
す
。
南

側
は
フ
ォ
ー
ユ
ー
会
館
の
利
用

者
、
北
側
は
体
育
館
や
武
道
館
の

利
用
者
か
ら
同
様
の
意
見
が
あ
り

ま
す
。
職
員
専
用
駐
車
場
の
確
保

に
向
け
て
、
関
係
課
も
含
め
検
討

中
で
す
。
）

◎
女
性
職
員
の
割
合
は
ど
の
く
ら
い

で
す
か
。
女
性
の
管
理
職
を
置
か

な
い
の
で
す
か
。

（※

男
性
職
員
６
割
、
女
性
職
員
４

割
程
度
で
す
。
管
理
職
は
男
女
の

区
別
な
く
任
用
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
年
齢
等
達
し
て
い
な
い
状
況

で
、
係
長
ク
ラ
ス
に
は
か
な
り
女

性
職
員
が
い
ま
す
。
）

◎
ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
と
今
後
の

対
策
は
？

（※

年
間
の
寄
付
者
は
１
〜
２
名

で
、
平
均
金
額
は
10
万
円
程
度
で

す
。
お
礼
の
品
は
送
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
、

平
成
28
年
度
中
に
方
針
を
検
討
し

ま
す
。
）

◎
広
報
よ
し
と
み
は
右
開
き
だ
が
、

左
開
き
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
が

あ
り
、
統
一
し
て
ほ
し
い
。

（※

縦
書
き
の
文
書
も
あ
る
た
め
、

今
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
当

面
は
現
状
ど
お
り
と
し
、
時
期
を

み
て
統
一
で
き
る
よ
う
検
討
し
ま

す
。
）

◎
北
九
州
市
周
辺
の
16
市
町
で
今
年

４
月
に
協
定
が
結
ば
れ
た
。
様
々

な
施
策
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

本
町
の
名
前
が
な
か
っ
た
。
蚊
帳

の
外
に
置
か
れ
て
い
る
の
か
。
そ

れ
と
も
メ
リ
ッ
ト
が
な
か
っ
た
の

か
。

（※

北
九
州
市
を
核
と
し
た
16
市
町

が
「
連
携
中
枢
都
市
構
想
」
の
協

定
を
結
び
ま
し
た
。
本
町
は
検
討

さ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
参

加
を
見
送
っ
て
い
ま
す
。
メ
リ
ッ

ト
が
あ
れ
ば
参
加
し
ま
す
。
な

お
、
本
町
は
京
築
ア
メ
ニ
テ
ィ　

（
２
市
５
町
）
で
様
々
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
）

◎
東
九
州
自
動
車
道
が
開
通
し
て
、

町
だ
け
で
な
く
京
築
地
区
な
ど
で

何
か
取
り
組
み
を
し
た
り
し
て
い

ま
す
か
。

（※

京
築
の
７
市
町
で
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
冊
子
を
作
成
し
、
推
進
し
て

い
ま
す
。
）
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◎
Ｊ
Ｒ
吉
富
駅
前
の
駐
輪
場
が
足
り

な
い
の
で
は
な
い
か
。
駐
車
場
は

昼
間
停
め
ら
れ
な
い
と
よ
く
聞
く

が
広
げ
る
計
画
は
な
い
の
か
。

（※

駐
輪
場
に
つ
い
て
は
、
学
生
が

大
半
で
す
が
、
空
い
て
い
る
箇
所

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
駅
に
近
い

ほ
ど
よ
く
停
め
て
お
り
台
数
は
十

分
に
確
保
し
て
い
ま
す
が
、
場
合

に
よ
っ
て
は
検
討
し
ま
す
。
ま
た

駐
車
場
は
有
人
か
ら
無
人
化
に
な

る
協
議
が
あ
っ
て
い
る
時
に
、
利

用
者
を
多
く
す
る
た
め
、
低
料
金

に
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
）

◎
Ｊ
Ｒ
吉
富
駅
前
の
駐
輪
場
で
、
移

動
し
な
い
自
転
車
が
見
受
け
ら
れ

る
。
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る

の
か
。

（※

年
に
１
回
、
放
置
自
転
車
の
調

査
を
行
い
、
対
応
し
て
い
ま
す
。
）

◎
天
仲
寺
に
水
道
の
配
水
タ
ン
ク
が

で
き
る
と
聞
い
た
が
。

（※

今
年
度
か
ら
３
年
間
で
計
画
を

し
て
い
ま
す
。
新
た
な
配
水
タ
ン

ク
は
筒
状
で
平
成
30
年
度
完
成
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
）

◎
今
後
、
ほ
場
整
備
を
す
る
に
当
た

り
、
大
型
車
輌
も
通
過
す
る
と
思

う
が
佐
井
川
橋
は
大
丈
夫
か
。

（※

整
備
を
す
る
時
は
搬
入
ル
ー
ト

を
含
め
、
検
討
し
ま
す
。
）

◎
電
源
道
路
か
ら
界
木
に
抜
け
る
道

は
通
学
路
で
あ
る
が
狭
く
て
危
な

い
。
路
側
帯
に
カ
ラ
ー
舗
装
を
し

て
も
ら
え
な
い
か
。

（※

交
通
安
全
担
当
課
と
協
議
し
、

今
後
、
道
路
拡
幅
も
念
頭
に
検
討

し
ま
す
。
）

◎
空
き
家
の
問
題
に
つ
い
て

（※

行
政
代
執
行
は
、
強
い
公
権
力

の
行
使
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の

手
続
き
は
透
明
性
や
適
正
性
の
確

保
が
求
め
ら
れ
、
慎
重
な
手
続
き

を
踏
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
案
件

が
あ
る
場
合
は
引
き
続
き
所
有
者

に
通
知
等
で
対
応
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
）

◎
喜
連
島
区
は
土
地
の
１
区
画
が
狭

い
。
区
画
整
備
を
し
て
も
ら
え
な

い
の
か
。

（※

国
道
や
県
道
が
接
道
し
て
い
れ

ば
、
区
画
整
備
も
検
討
で
き
ま
す

が
、
困
難
だ
と
思
い
ま
す
。
）

◎
空
き
家
を
解
体
す
る
に
も
、
高
齢

で
費
用
が
負
担
と
な
る
。
行
政
か

ら
費
用
が
出
せ
な
い
の
か
。

（※

行
政
か
ら
費
用
を
出
す
の
は
難

し
い
た
め
、
壊
す
だ
け
で
な
く
活

用
で
き
る
よ
う
に
工
夫
す
る
こ
と

も
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
）

◎
道
路
愛
護
時
、
下
水
道
に
接
続
し

て
い
な
い
道
路
側
溝
や
水
路
に
蚊

が
発
生
す
る
。
ま
た
、
土
砂
が
堆

積
し
て
い
る
。

（※

道
路
・
河
川
愛
護
時
に
自
治
会

に
て
、
土
砂
等
の
取
り
除
き
清
掃

を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
側
溝
蓋
の
取
り
外
し
等
困
難

な
状
況
の
場
合
は
、
産
業
建
設
課

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
）

◎
山
国
川
の
堤
防
に
い
つ
も
同
じ
車

が
停
ま
っ
て
い
る
。
ど
う
に
か
な

ら
な
い
で
す
か
。

（※

警
察
と
駐
車
車
両
の
取
り
締
ま

り
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。
）

◎
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、

４
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
受
け
入

れ
ら
れ
る
環
境
を
作
ら
れ
ま
し

た
。
と
て
も
良
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

◎
65
歳
以
上
の
健
康
診
断
の
メ

ニ
ュ
ー
で
、
バ
リ
ウ
ム
だ
け
で
は

な
く
胃
カ
メ
ラ
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー

を
増
や
し
て
も
ら
い
た
い
。

（※

集
団
健
診
で
は
難
し
く
、
今
年

か
ら
ピ
ロ
リ
菌
検
査
が
加
わ
り
ま

し
た
。
）

◎
高
齢
者
が
多
く
、
町
内
に
ス
ー

パ
ー
は
あ
る
が
、
自
転
車
や
歩
行

で
行
く
に
は
遠
く
て
買
い
物
が
不

便
。
訪
問
販
売
と
か
検
討
し
て
も

ら
え
な
い
か
。

（※

上
毛
町
の
取
組
が
先
日
新
聞
に

載
っ
て
い
ま
し
た
。
豊
前
市
も
実

施
し
て
い
ま
し
た
が
、
訪
問
販
売

は
単
価
が
高
く
利
用
者
が
減
っ
た

と
い
う
話
も
聞
き
ま
す
。
本
町
で

も
、
早
い
段
階
で
連
絡
を
も
ら
え

ば
配
達
を
し
て
い
る
商
店
が
あ
る

そ
う
で
す
。
ま
た
、
巡
回
バ
ス
の

ル
ー
ト
も
見
直
し
を
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
の
で
、
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
）

◎
最
近
、
小
・
中
学
生
で
挨
拶
を
す

る
子
ど
も
が
増
え
て
と
て
も
気
持

ち
が
良
い
。

◎
小
・
中
学
校
の
い
じ
め
に
つ
い

て
。

（※

小
学
校
で
は
町
の
「
い
じ
め
問

題
対
策
協
議
会
」
、
中
学
校
で
は

豊
前
市
の
民
生
委
員
や
自
治
会
長

な
ど
も
含
め
た
「
い
じ
め
不
登
校

対
策
協
議
会
」
が
あ
り
、
最
近
は

子
ど
も
た
ち
も
落
ち
着
い
て
お

り
、
現
在
、
い
じ
め
の
情
報
は
あ

が
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
）

◎
小
学
校
の
児
童
に
震
災
の
時
は
ど

の
よ
う
に
教
育
し
て
い
る
の
か
。

（※

避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
て
、

天
仲
寺
山
に
避
難
し
て
い
ま
す
。

火
災
の
訓
練
は
、
運
動
場
に
避
難

し
て
い
ま
す
。
）

◎
昭
和
区
山
国
川
堤
防
の
広
津
渡
し

の
跡
地
に
説
明
看
板
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
中
津
市
の
図
書
館
に
資

料
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
と

て
も
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し

た
。

（※

今
後
も
、
町
の
随
所
の
歴
史
を

確
認
し
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
）

産
業
振
興
に
関
す
る
こ
と

7

◎
生
徒
た
ち
で
教
え
合
う
と
効
果
が

あ
る
と
聞
く
が
、
取
り
組
ん
で
い

ま
す
か
。

（※
グ
ル
ー
プ
学
習
を
実
施
し
て
お

り
、
寺
子
屋
と
い
う
教
育
委
員
会

主
催
で
木
曜
日
に
希
望
者
を
募
り

開
催
し
て
い
る
。
中
津
市
か
ら
講

師
を
招
い
て
、
町
か
ら
も
支
援
し

て
も
ら
っ
て
い
る
。
）

◎
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
つ
い
て
、

で
き
れ
ば
５
０
０
円
券
で
発
行
し

て
も
ら
い
た
い
。

（※

吉
富
町
商
工
会
に
意
見
が
あ
っ

た
旨
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
１
，
０
０
０
円
以
上
の
買

い
物
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
消
費
喚
起
の
目
的
も
あ
り
ま

す
。
）

◎
農
地
の
購
入
が
法
人
で
も
で
き
る

と
聞
い
た
が
で
き
る
の
か
。

（※

平
成
21
年
12
月
15
日
施
行
の
農

地
法
等
の
改
正
に
よ
り
、
農
地
所

有
適
格
法
人
以
外
の
法
人
も
一
定

の
条
件
の
下
、
賃
貸
に
限
り
権
利

取
得
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。（
注
・
所
有
権
の
取
得

は
従
来
ど
お
り
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
。））

◎
浜
田
地
区
で
黒
川
揚
水
ポ
ン
プ
か

ら
水
が
流
れ
る
が
17
時
で
止
ま

る
。
も
う
少
し
延
長
は
で
き
な
い

か
。

（※

土
地
改
良
区
に
相
談
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
）

◎
本
町
の
認
定
農
業
者
の
実
態
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

（※

現
在
、
認
定
農
業
者
は
８
名

で
、
新
規
就
農
者
と
し
て
若
い
方

が
１
名
、
認
定
農
業
者
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
）

◎
上
毛
町
に
あ
る
げ
ん
き
の
杜
に
よ

く
行
く
。
吉
富
町
に
そ
の
よ
う
な

施
設
が
で
き
な
い
の
か
。

（※

吉
富
漁
港
に
汐
湯
を
検
討
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
お
風
呂

だ
け
で
は
な
く
、
加
工
場
や
直
売

所
な
ど
の
施
設
を
一
緒
に
計
画
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

は
漁
業
者
の
方
々
の
協
力
も
必
要

に
な
り
ま
す
。
）

◎
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
評
判
は

ど
う
で
す
か
。

（※

３
月
27
日
に
オ
ー
プ
ン
し
て
、

想
定
以
上
の
来
客
で
、
す
ぐ
に
売

り
切
れ
る
よ
う
で
す
。
店
主
も
お

菓
子
の
製
造
を
追
加
し
な
が
ら
工

夫
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
）

◎
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
の
花
壇
で
国
土

交
通
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し

た
。
一
時
期
は
、
ご
み
を
捨
て
ら

れ
た
り
、
お
花
を
抜
か
れ
た
り
し

て
い
ま
し
た
が
、
風
紀
が
良
く
な

り
ま
し
た
の
で
、
お
礼
を
言
い
ま

す
。
駅
前
に
来
た
時
は
、
見
て
く

だ
さ
い
。

◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
て
い
る
が
、
見
た
い
情
報
が

ま
だ
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

（※

早
め
に
対
応
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
）

◎
広
報
よ
し
と
み
の
「
人
の
動
き
」

が
５
月
号
で
は
最
後
の
ペ
ー
ジ

な
っ
て
い
た
。
最
初
の
ペ
ー
ジ
の

方
が
見
や
す
か
っ
た
。

（※

５
月
号
か
ら
一
部
カ
ラ
ー
化
に

よ
り
、
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
し
た
が
、
他
に
も
意
見
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
６
月
号
か
ら
最
初

の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
）

◎
吉
富
フ
ォ
ー
ユ
ー
会
館
の
駐
車
場

が
停
め
ら
れ
な
い
。

（※

駐
車
場
は
南
側
・
北
側
と
あ

り
、
職
員
も
停
め
て
い
ま
す
。
南

側
は
フ
ォ
ー
ユ
ー
会
館
の
利
用

者
、
北
側
は
体
育
館
や
武
道
館
の

利
用
者
か
ら
同
様
の
意
見
が
あ
り

ま
す
。
職
員
専
用
駐
車
場
の
確
保

に
向
け
て
、
関
係
課
も
含
め
検
討

中
で
す
。
）

◎
女
性
職
員
の
割
合
は
ど
の
く
ら
い

で
す
か
。
女
性
の
管
理
職
を
置
か

な
い
の
で
す
か
。

（※

男
性
職
員
６
割
、
女
性
職
員
４

割
程
度
で
す
。
管
理
職
は
男
女
の

区
別
な
く
任
用
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
年
齢
等
達
し
て
い
な
い
状
況

で
、
係
長
ク
ラ
ス
に
は
か
な
り
女

性
職
員
が
い
ま
す
。
）

◎
ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
と
今
後
の

対
策
は
？

（※

年
間
の
寄
付
者
は
１
〜
２
名

で
、
平
均
金
額
は
10
万
円
程
度
で

す
。
お
礼
の
品
は
送
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
、

平
成
28
年
度
中
に
方
針
を
検
討
し

ま
す
。
）

◎
広
報
よ
し
と
み
は
右
開
き
だ
が
、

左
開
き
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
が

あ
り
、
統
一
し
て
ほ
し
い
。

（※

縦
書
き
の
文
書
も
あ
る
た
め
、

今
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
当

面
は
現
状
ど
お
り
と
し
、
時
期
を

み
て
統
一
で
き
る
よ
う
検
討
し
ま

す
。
）

◎
北
九
州
市
周
辺
の
16
市
町
で
今
年

４
月
に
協
定
が
結
ば
れ
た
。
様
々

な
施
策
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

本
町
の
名
前
が
な
か
っ
た
。
蚊
帳

の
外
に
置
か
れ
て
い
る
の
か
。
そ

れ
と
も
メ
リ
ッ
ト
が
な
か
っ
た
の

か
。

（※

北
九
州
市
を
核
と
し
た
16
市
町

が
「
連
携
中
枢
都
市
構
想
」
の
協

定
を
結
び
ま
し
た
。
本
町
は
検
討

さ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
参

加
を
見
送
っ
て
い
ま
す
。
メ
リ
ッ

ト
が
あ
れ
ば
参
加
し
ま
す
。
な

お
、
本
町
は
京
築
ア
メ
ニ
テ
ィ　

（
２
市
５
町
）
で
様
々
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
）

◎
東
九
州
自
動
車
道
が
開
通
し
て
、

町
だ
け
で
な
く
京
築
地
区
な
ど
で

何
か
取
り
組
み
を
し
た
り
し
て
い

ま
す
か
。

（※

京
築
の
７
市
町
で
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
冊
子
を
作
成
し
、
推
進
し
て

い
ま
す
。
）

行
政
運
営

に
関
す
る
こ
と

総務課だより 問 総務課　☎24-1122
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《
特
設
行
政
相
談
所
》

　

◎
当
日
受
付
、
相
談
無
料
、
秘
密

　
　

厳
守

■
日
時

　

10
月
21
日
㈮　

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所

　

吉
富
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

　

研
修
室

■
行
政
相
談
委
員

　

矢
頭
和
敏
さ
ん
（
広
津
上
）
が
皆

さ
ん
の
相
談
に
お
応
え
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

総
務
課

《
合
同
行
政
相
談
所
（
く
ら
し
・
行

　
政
な
ん
で
も
相
談
）
》

　

◎
当
日
受
付
、
相
談
無
料
、
秘
密

　

厳
守

■
日
時

　

10
月
25
日
㈫

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
場
所

　

三
原
文
化
会
館
１
階
大
ホ
ー
ル

（
苅
田
町
富
久
町
１-

19-

１
）

■
日
時

　

11
月
１
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所

　

中
津
市
役
所
本
庁
舎
３
階
大
会
議

　

室
（
中
津
市
豊
田
町
14-

３
）

■
問
合
せ

　

総
務
省
九
州
管
区
行
政
評
価
局　

　

行
政
相
談
課

　

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
２-

11-

１

　

福
岡
合
同
庁
舎
本
館
８
階

　

☎
０
９
２
・
４
３
１
・
７
０
８
２

吉
富
町
の
取
組
み

国
の
取
組
み

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
行
政
に
対
す
る
意
見
や
要
望
等
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
行
政
相
談
は
、
そ
れ
ら
の
相
談
を
受
け
、
解
決
や
実
現
を
図
る
制
度
で

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
に
か
か
る
費
用
は
無
料
で
、
個
人

の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

な
お
、
10
月
は
行
政
相
談
週
間
に
ち
な
み
、『
特
設
行
政
相
談
所
』
を
開
設

し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

秋
の
行
政
相
談
週
間

秋
の
行
政
相
談
週
間

10
月
17
日
月

10
月
23
日
日

※

　

毎
月
の
行
政
相
談
所
（
毎

月
第
３
金
曜
日
午
前
10
時
〜

正
午
ま
で
開
設
）
は
、
吉
富

町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
　

相
談
の
あ
る
方
は
、
事
前

に
総
務
課
（
電
話
２
４
・
１

１
２
２
）
ま
で
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

町の青色防犯パトロール車によるパトロールに
参加しませんか？
　現在、吉富町では町の青色防犯パトロール車による防犯パトロールを週３回、吉富町防犯組合の皆様に
より実施していただいています。
　このパトロールに一緒にご参加いただけるボランティアを募集しています。詳細は以下のとおりです。
　町民の皆様の安全、安心のため、ご協力いただける方のご参加をお待ちしております。

記

　　週３回１時間程度（火曜日午後３時～、水曜日・金曜日午後８時～）
　　※そのほか、状況に応じて随時実施しています。

　　吉富フォーユー会館を起点に町内をくまなく巡回パトロールします。

　　・警察署による自主防犯パトロールの講習会を受講すること。
　　・定期的にかつ継続的にパトロールにご協力いただけること。

（週１回の参加でもかまいませんが、数回参加して終わりというものではなく、一定期間継続して
パトロールに参加いただける方を募集します。）

　　・吉富町防犯組合の会員となること。
　　　（パトロールを実施している吉富町防犯組合の会員として活動していただく形になります。）
　※パトロールに参加していただける方は、身分を証明できるもの（運転免許証など）を持って総務課ま
　　でお越しください。
　　　
●問合せ　総務課

１．パトロール実施日時

２．場所

３．ボランティアの条件

総務課だより 問 総務課　☎24-1122
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現
在
、
本
町
の
下
水
道
事
業
で
は

毎
日
、
平
均
約
４
５
０
㎥
の
下
水
が

流
入
し
、
平
均
約
４
２
０
㎥
が
き
れ

い
な
水
と
な
っ
て
海
に
流
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

下
水
は
大
ま
か
に
汚
水
と
汚
泥
に

分
け
ら
れ
、
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
月
は
汚
水
と
汚
泥
の

処
理
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

汚
水
は
、
微
生
物
が
有
機
物
な
ど

を
食
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
る
程
度

き
れ
い
に
な
っ
た
後
、
紫
外
線
消
毒

を
さ
れ
、
き
れ
い
な
水
と
な
っ
て
海

に
流
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
都
市
に
よ
っ
て
は
ト
イ
レ
の
水

洗
用
の
水
や
打
ち
水
、
電
車
の
洗
車

な
ど
に
再
生
水
と
し
て
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

本
当
に
使
え
る
水
は
地
球
上
の
水

の
０
．
０
１
％
し
か
な
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
わ
ず
か
な
資
源
を
守
る
た

め
、
再
生
水
と
し
て
利
用
し
た
り
、

き
れ
い
な
水
を
公
共
用
水
域
へ
放
流

し
た
り
す
る
下
水
道
事
業
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

　

汚
泥
は
下
水
を
脱
水
す
る
こ
と
に

よ
り
、
発
生
し
ま
す
。
本
町
は
汚
泥

を
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
に
搬
出
し
、
焼

成
（
焼
く
）
処
理
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
肥
料
な
ど
の
材
料
と
し

て
い
る
都
市
も
あ
り
ま
す
。

　

下
水
道
は
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
に

も
必
要
な
事
業
で
あ
り
、
本
町
も
下

水
道
を
普
及
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

～下水道の
　　　産物について～

□ 10月は町県民税･国民健康保険税の納期です
　１０月は、町県民税第３期分と国民健康保険税第４期分の納期です。
　町税は納期限内に納めましょう。納期限を過ぎると、延滞金も生じてきますので、ご注意ください。
《口座振替を利用しませんか？》
　吉富町では、町の公金（税金や使用料など）のお支払いに、口座振替を推進しています。口座振替は、納め
に行く手間が省け、納め忘れの心配もなく、大変便利です。
　ぜひご利用ください。

□ 行橋税務署から事業者の方へお知らせ
『平成28年分給与所得の年末調整説明会』を次の日程で開催いたします。
１．開催日時・会場

　（注）１.対象者は、法人・個人を問いません。
２.指定日時に都合がつかない場合は、他の開催日時に出席いただいて差し支えありません。
３.会場の都合により、駐車場は確保しておりませんので、公共交通機関をご利用ください。

２．ご持参いただくもの
　　事前に送付しております「年末調整関係書類」のうち、次の書類。
　　（１）平成28年分 年末調整のしかた
　　（２）平成28年分 給与所得の源泉徴収票等の法定調書の作成と提出の手引　
３．問合せ　行橋税務署　法人課税部門（☎0930‒23‒0559）

開催日 時　間 対象者 会　　場

11月17日（木）

11月18日（金）

豊前市総合福祉センター2階（豊前市役所バス停徒歩3分）

コスメイト行橋（ＪＲ行橋駅徒歩15分）

10：00～12：00
14：00～16：00
10：00～12：00
14：00～16：00

豊前市の方
築上郡の方
行橋市の方
京都郡の方

上下水道だ
より

さわやかな
くらしを

             
    あなた

に

１０月は下水道事業受益者
負担金第２期分の納期です！
下水道受益者負担金の賦課対象と
なる方は納期限内に納めましょう。
※なお既に一括納付された方につきましては、納付
　の必要はありません。

税務課だより 問 税務課　☎24-1125

上下水道課だより 問 上下水道課　☎24-4074
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税務課だより 問 税務課　☎24-1125
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税務課だより 問 税務課　☎24-1125

吉富町役場税務課 TEL 24-1125
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Information
平成２８年度合併処理浄化槽設置整備
事業補助金・平成２８年度住宅用太陽光
発電設備等設置費補助金の受付期間を
延長します！

　補助金の申込み受付期間を、平成２８年１１月３０日
まで延長しますので、合併処理浄化槽の設置、太陽光
発電設備の設置をご検討の場合は、補助金交付制度を
ご利用ください。
　ただし、１１月３０日以前に予算額に到達した場合は、そ
の時点で受付を終了します。
　詳しくは、住民課まで問合せください。

Information
１０月は
マイバッグキャンペーン
強化月間です

　みなさん、買い物に出かける時にマイバッグをお持ち
になっていますか。
　購入商品の過剰包装をお断りしたり、詰め替え商品を
選ぶ等の行動がごみの減量化につながるように、日常の
買い物と環境問題は密接に関係しています。
　私たち一人ひとりが、買い物のときも環境のことを考
えてゴミを減らす工夫をしましょう。

◯マイバッグを持参し、レジ袋の辞退に努めましょう。
◯不要な包装は断るようにしましょう。
◯簡易包装商品やエコマーク付きなどの環境配慮商品
　を選びましょう。

Information 豊前法律相談センター
無料法律相談のお知らせ

Ecology１０月は
３R推進月間です

　「リサイクル」や「エコ」といった環境問題を考えること
は、今の私たちの生活では必要不可欠のことになりまし
た。
　１０月は３R（リデュース・リユース・リサイクル）推進月
間です。
　私たちがリサイクル活動に取り組むことで、様々な資
源やエネルギーの無駄遣いをなくし、ごみの減量や地球
温暖化防止に協力することが、現代を生きる私たちに求
められていることではないでしょうか。資源である古紙
やペットボトル、プラスチック製容器包装などが、可燃ご
みの中に多く含まれ焼却されることは、非常にもったい
ないことです。
　牛乳など１リットルの紙パック６枚をリサイクルするこ
とで、トイレットペーパーを１個作ることが出来ることを
ご存知でしょうか。
　可燃ごみの中に捨てられている資源、もう一度チェッ
クしてみませんか。
　限りある資源を大切に使っていきたいものですね。

火・木・金曜日
午後２時～４時３０分（祝日は除く）
豊前法律相談センター
（豊前商工会議所2階　豊前市民会館前）
土地、離婚、相続などあらゆる法律問題　
吉富町に住所を有する方は、一年度に1回
30分のみ無料となります（交通事故、多重債
務相談は年間通じて無料です。）。
①役場住民課で相談紹介状（チケット）の交
付を受ける。
②法律相談センターに予約をする。
　☎82‒5272
③相談紹介状（チケット）を持参して、法律
相談センターで相談を受ける。
平成29年3月31日まで行っています。

■相談時間

■場　　所

■相談内容
■相 談 料

■手 続 き

■相談期間

毎月第二土曜日は
「吉富クリーン作戦」
の日です！

10月8日土が実施日です10月8日土が実施日です

Information 環境美化の日

町が
きれいになると
気持ちイイよ！

住民課だより 問 住民課　☎24-1124
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　国民年金保険料の追納についてお知らせします。
　国民年金保険料の免除（全額免除・一部免除・法定免除）、納付猶予、学生納付特例の
承認を受けられた期間がある場合、保険料を全額納めた方と比べ、老齢基礎年金（６５歳
から受けられる年金）の受け取り額が少なくなります。
　そこで、これらの期間の保険料は、将来受け取る老齢基礎年金を増額するために、１０年
以内であれば遡って古い月分から納める（追納）ことができます。
　ただし、免除等の承認を受けられた期間の翌年度から起算して３年度目以降の追納の場
合、当時の保険料額に一定の加算額が上乗せされます。

※追納のお申込み・ご相談はお近くの年金事務所へお願いします。
小倉南年金事務所国民年金課　☎０９３‒４７１‒８８７３

　福岡県内の町村から自慢の特産品・グルメ・加工品が大集合します。吉富町からも、
１０月２２日（土）に「アンドカフェ」や「和楽堂」が出展する予定です。ステージでは伝統
芸能等も披露されます。県内町村の魅力に触れることのできる２日間です。
是非ご来場ください！
■日時　　１０月２２日（土）午前１０時２０分～午後４時３０分
　　　　　　　 ２３日（日）午前１１時～午後４時３０分
■場所　　県営天神中央公園「ふくおか交流お祭りひろば」福岡市中央区天神１丁目１ アクロス福岡南側
■主催・問合せ　福岡県町村会　総務課　☎０９２－６５１－１１２１

第９回「ふくおか町村フェア」が開催されます！第９回「ふくおか町村フェア」が開催されます！

　吉富町ホームページにて月ごとに「お題」を投げかけ、町民の皆さまから意
見やアイデアを募集しています。
　皆さまからの投稿をお待ちしています。ぜひ、投稿してみませんか？

「よしとみ談議」参加者大募集！「よしとみ談議」参加者大募集！
「一番好きな神楽演目は何？」10月のお題

住民課だより 問 住民課　☎24-1124

産業建設課だより 問 産業建設課　☎24-4073

企画財政課だより 問 企画財政課　☎24-4071

国民年金保険料の免除期間・納付猶予期間がある方へ

吉富町の方も年金についての請求・相談は「街角の年金相談センター中津」でできます。
ご利用の際は、必ず電話で予約してください。

年金の請求・相談は「街角の年金相談センター中津」で

●予約専用電話番号   ☎64-7990

■場　　所
午前8時30分～午後5時15分（土、日、祝日、年末年始を除く）■時　　間
中津市役所　別棟2階

■業務内容 厚生年金保険・国民年金の年金請求手続き相談、各種届の受付等

年金手帳
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　さわやかな秋空の下、直売所や道の駅などのエイドポイント（休憩所）で、
　京築ならではのスイーツやドリンク、料理がお出迎え！地域の「おいしい」を
　楽しみながらサイクリングを満喫してみませんか？

■期日　　　１１月１３日（日）
■集合場所　築上町物産館「メタセの杜」
■集合時間　
　　　　　　　◎募集人員…１００名
　　　　　　　◎受付………午前６時～６時半　／　開会式　午前６時半～７時
　　　　　　　◎出発………午前７時～　　※１０分おきに２０名ずつ出発

　　　　　　　◎募集人員…６０名
　　　　　　　◎受付………午前７時～７時半　／　開会式　午前７時半～８時
　　　　　　　◎出発………午前８時～　　※１０分おきに２０名ずつ出発
■参加費　　両コースとも５，０００円（エントリー後の返金はできません）
　　　　　　※参加者全員に京築のいいものセットとオリジナルTシャツプレゼント。
　　　　　　　ロングコース完走者には、現在建設中の伊良原ダム「ダムカード」も進呈！
■雨天時について
　原則雨天決行ですが、暴風雨や雷雨が予想される場合は、１１月１１日（金）に事務局にて開催について判断し、申込
者に連絡いたします。なお、その場合参加費の返却はいたしかねますが、参加賞の一部を郵送させていただきます。
■申込み　　インターネットにアクセスして「スポーツエント
　　　　　　リー」にてお申し込みください。
　　　　　　クレジットカードまたはコンビニ決済により参加
　　　　　　費の支払いが完了した時点でエントリー完了と
　　　　　　なります。
■募集期限　１０月１５日（土）まで
■問合せ　　築上町物産館「メタセの杜」　☎０９３０－５２－３８２８　　※こちらへの申し込みはできません。

　さわやかな秋空の下、直売所や道の駅などのエイドポイント（休憩所）で、
　京築ならではのスイーツやドリンク、料理がお出迎え！地域の「おいしい」を
　楽しみながらサイクリングを満喫してみませんか？

■期日　　　１１月１３日（日）
■集合場所　築上町物産館「メタセの杜」
■集合時間　
　　　　　　　◎募集人員…１００名
　　　　　　　◎受付………午前６時～６時半　／　開会式　午前６時半～７時
　　　　　　　◎出発………午前７時～　　※１０分おきに２０名ずつ出発

　　　　　　　◎募集人員…６０名
　　　　　　　◎受付………午前７時～７時半　／　開会式　午前７時半～８時
　　　　　　　◎出発………午前８時～　　※１０分おきに２０名ずつ出発
■参加費　　両コースとも５，０００円（エントリー後の返金はできません）
　　　　　　※参加者全員に京築のいいものセットとオリジナルTシャツプレゼント。
　　　　　　　ロングコース完走者には、現在建設中の伊良原ダム「ダムカード」も進呈！
■雨天時について
　原則雨天決行ですが、暴風雨や雷雨が予想される場合は、１１月１１日（金）に事務局にて開催について判断し、申込
者に連絡いたします。なお、その場合参加費の返却はいたしかねますが、参加賞の一部を郵送させていただきます。
■申込み　　インターネットにアクセスして「スポーツエント
　　　　　　リー」にてお申し込みください。
　　　　　　クレジットカードまたはコンビニ決済により参加
　　　　　　費の支払いが完了した時点でエントリー完了と
　　　　　　なります。
■募集期限　１０月１５日（土）まで
■問合せ　　築上町物産館「メタセの杜」　☎０９３０－５２－３８２８　　※こちらへの申し込みはできません。

「京築」がおいしいぞ！たのしいぞ！
サイクリング大会「けいちくチャリ散歩」2016 開催！！
「京築」がおいしいぞ！たのしいぞ！
サイクリング大会「けいちくチャリ散歩」2016 開催！！

ロングコース（距離：91.1km獲得標高1,326m） 

チャレンジコース（距離68km初心者向き）

吉富町地域支えあい体制づくり勉強会のお知らせ
　10年後、20年後、そして将来に向けて、私たちのまちをどのような地域にしたい
ですか？
　吉富町でも、みなさんと一緒に新しい地域づくりを考えています。その一番の柱
は、住民のみなさんが主役になった助け合い活動の推進です。
　高齢者や障がいのある人を問わず、だれもが安心して暮らせる地域包括ケアの
ある町づくりのために、一緒に考えてみませんか。

■日時　　　11月5日（土）午後1時～3時
■場所　　　吉富フォーユー会館　２階研修室１・２
■基調講演　「協議体の必要性と役割について」
■講師　　　厚生労働省　老健局振興課　主査  寺崎　護  氏

産業建設課だより 問 住民課　☎24-1124

地域包括支援センターだより 問 地域包括支援センター　☎26-1192
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10月の物忘れ相談会のお知らせ
　認知症はだれもがかかる可能性がある病気です。早期に
治療を開始すれば病気の進行を遅らせ症状を軽くすること
ができると言われています。
　専門の臨床心理士が認知症に関する相談をお受けします
ので、お気軽にご相談ください。

□日時　　　　10月18日（火）
　　　　　　　午後1時３０分～2時３０分
□場所　　　　吉富あいあいセンター
□臨床心理士　喜之道クリニック 臨床心理士
□相談料　　　無料

　予約制です。希望される方は前日（17日）までに吉富町地
域包括支援センターに申込みをしてください。

あいあい喫茶を開催しています

　認知症や認知症の介護のことなど困っていることはあり
ませんか。
　同じような悩みを持っている方たちが集まり、情報交換や
様々な体験を話す場です。心の疲れを癒しませんか。

□日時　　10月12日（水）・26日（水）
　　　　　午前１０時から１時間程度
□場所　　老人福祉センター　一階サロン室
□対象者　認知症の当事者や家族の方など

町営住宅入居者募集について
平成２８年度福岡県ひとり親世帯等
実態調査の実施について
　福岡県ひとり親実態調査は、生活実態及び要望事項
などの把握を目的とし、５年毎に実施しています。その結
果は今後のひとり親家庭等福祉施策の推進を図るため
の基礎資料となります。
　対象世帯へ調査票を郵送（養育者世帯は事前に協力
意思を確認し調査員が訪問）しますので、ご協力をお願
いします。

■対象
無作為に抽出した母子世帯3,750世帯、父子世帯2,000
世帯、養育者世帯500世帯
■調査基準日　平成28年11月1日現在
■調査期間　　平成28年10月25日～11月15日
■実施主体及び問合せ
　福岡県福祉労働部児童家庭課（☎092‒643‒3257）

　町営住宅の入居者を次のとおり募集します。
　入居を希望される方は受付期間内にお申し込みくだ
さい。
　また、入居者資格等詳しい内容については、お問い合
わせください。

■募集団地名　幸子団地（間取り：3DK）
■募集戸数　　幸子団地　4戸
※募集戸数は変更になることがあります。変更があっ
た場合は役場前掲示板でお知らせします。

■団地の場所　幸子団地　吉富町大字幸子2番地1
■住宅使用料
　　幸子団地　R3‒2　23,200円～61,500円
　　　　　　　R3‒1　22,900円～60,700円
　　　　　　　R1‒1　21,900円～58,000円
※住宅使用料の他に、共益費3,000円と駐車場使用料
2,500円（車を利用する方のみ）を毎月お支払いただき
ます。
■申込受付期間　１０月３日（月）～１４日（金）
　　　　　　　　午前８時３０分～午後５時１５分
　　　　　　　　（土曜、日曜及び祝日は除きます。）
■抽選日時　　１０月２６日（水）午前１０時～
■抽選会場　　吉富フォーユー会館

※注意事項
申込みされた方の住宅困窮度により優先的に入居者
の決定を行うことがあります。

触れあい・支えあい・助けあい・和みあい・
とたくさんの　　　があふれた喫茶（居場所）
です。

愛

家族の方だけでなく、だれでもくつろげる場所です。
あいあい喫茶に来てみませんか。

健康福祉課だより 問 健康福祉課　☎24-1123

地域包括支援センターだより 問 地域包括支援センター　☎26-1192
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　今年も中学校体育連盟夏季大会と吹奏楽コンクールが行われました。
　生徒たちは日ごろの練習の成果を発揮して大活躍しました。

吉富中学生！

○野球　　　《準優勝》
○サッカー　《優勝》
○ソフトテニス
　男子団体　《準優勝》
　　　個人　《１位》野田・為藤組
　　　　　　《２位》河原・札本組
　　　　　　《３位》木戸・稲田組
　女子団体　《優勝》
　　　個人　《１位》松山・角畑組
　　　　　　《２位》白石・向野組
○卓球
　男子団体　《優勝》
　　　個人　《１位》小野
　　　　　　《２位》山下
　　　　　　《３位》田島
　　　　　　《４位》奥
　女子団体　《準優勝》
○バスケットボール
　　　男子　《準優勝》
　　　女子　《優勝》
○バレーボール
　　　女子　《惜敗》
○剣道
　男子団体　《準優勝》
　　　個人　《２位》工藤

◯北九州吹奏楽コンクール《銅賞》

○野球　　　《１回戦敗退》
○サッカー　《準決勝惜敗》
○ソフトテニス　
　男子団体　《優勝》
　　　個人　《１位》野田・為藤組
　　　　　　《２位》河原・札本組
　　　　　　《３位》木戸・稲田組
　女子団体　《2回戦敗退》
　　　個人　《2回戦敗退》
　　　　　　　　　　松山・角畑組
　　　　　　《1回戦敗退》
　　　　　　　　　　白石・向野組
○卓球
　男子団体　《準優勝》
　　　個人　《優勝》小野
　女子団体　《準優勝》
○バスケットボール
　　　男子　《１回戦敗退》
　　　女子　《１回戦敗退》
○剣道
　男子団体　《予選リーグ敗退》
　　　個人　《２回戦敗退》工藤
○柔道
　男子団体　《優勝》
　　　個人　　50㎏《優勝》　西澤
　　　　　　　55㎏《優勝》　村上
　　　　　　　60㎏《優勝》　野田
　　　　　　　　　 《準優勝》尾形
　　　　　　　81㎏《優勝》　榎本
　女子個人　　52㎏《優勝》　八木
○陸上
　1500ｍ（1年）《２位》大平（啓）
　3000ｍ（3年）《優勝》大平（真）

○水泳
　女子
　　100ｍ平泳ぎ《優勝》　川野（明）
　　200ｍ平泳ぎ《優勝》　川野（明）
　　　　　　　　 《準優勝》川野（莉）
　男子
　　１００ｍ背泳ぎ《優勝》　守口
　　２００ｍ背泳ぎ《優勝》　守口

○ソフトテニス
　男子団体　《優勝》
　　　個人　《優勝》野田・為藤組
　　　　　　《４位》河原・札本組
○卓球
　男子団体　《惜敗》
　　　個人　《惜敗》小野
　女子団体　《惜敗》
○柔道
　男子団体　《予選リーグ敗退》
　　　個人　《２回戦敗退》
　　　　　　　　　　西澤・野田
　　　　　　《１回戦敗退》
　　　　　　　村上・尾形・榎本・八木
○陸上　　　《上位進出ならず》
○水泳
　女子200ｍ平泳ぎ《９位》川野（明）

○ソフトテニス　
　男子団体　《惜敗》
　　　個人　《ベスト８》野田・為藤組
　　　　　　　　　　　　河原・札本組

○ソフトテニス　
　男子個人　《１回戦敗退》野田・為藤組
　　　　　　　　　　　　　河原・札本組

築上郡大会

吹奏楽

京築地区大会

県大会

九州大会

全国大会

頑張りました

子ども会（インリーダー・ジュニアリーダー）
募金活動
子ども会（インリーダー・ジュニアリーダー）
募金活動
　吉富町子ども会育成連絡協議会（中尾ケサミ会長）は、８月２３日に「平成２８年
（２０１６年）熊本地震」の被災地を支援するため、募金活動を行いました。子ども会
のインリーダー、ジュニアリーダーの呼びかけに、合計５８，４７１円の募金が集まりま
した。お預かりした募金は、全て九州地区子ども会育成連絡協議会（池田龍男会
長）に送金し、熊本をはじめとする被災地の子ども会に義援金として届けられます。
募金に応じてくださった皆様、活動へのご声援や差し入れなどのお心遣いをいただ
きました方々、また、活動場所のご提供をいただきました㈱マルミヤストア吉富店様、
誠にありがとうございました。

吉富中学校だより 問 中学校組合教育委員会　☎23-5006

教育委員会だより 問 教育委員会　☎22-1944

ご協力ありがとう
ございました。
ご協力ありがとう
ございました。
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BOOK
図書室からのお知らせ

月間ランキング 8月分
一般書

1位1位
2位
3位
4位
5位
6位
7位
8位
9位

10位

生身の人間 曽野 綾子
イナカ川柳
天才
娘になった妻、のぶ代へ
九州の絶景！日帰りドライブ
こんがり、パン
寝たまま簡単ストレッチ
和食つまみ100
羊と鋼の森
スタアの時代

石原 慎太郎

砂川 啓介

赤瀬川 源平

宮下 奈都

桜沢 エリカ

児童書
1位1位
2位
3位
4位
5位
6位
7位
8位
9位

10位

あたまのうえのかみさま のぶみ
あそぼう！むしのもり
ルドルフとイッパイアッテナ
読書感想文がスラスラ書ける本
このあとどうしちゃおう
うまくなる水泳
チロリ
あつい！！
すいか！
真田十勇士　1

タダ サトシ

斉藤 洋

ヨシタケ シンスケ

大木　トオル

木曾 秀夫

石津 ちひろ

小前 亮

図書室は
フォーユー会館
２階にあります。

□一般書新
着
図
書
の
お
知
ら
せ

『危険なビーナス』
『光炎の人』上・下
『何様』
『洗えば使える泥名言』
『旬の味手帖秋と冬』
『くるねこ　１８』
『農家が教えるハウス・温室無敵のメンテ術』

東野 圭吾

木内 昇

朝井 リョウ

西原 理恵子

くるねこ大和

□児童書

『お月さまのこよみ絵本』
『スタジオジブリの生きものがいっぱい』
『小学生の柔道上達のコツ５０』

他

他

『昔話法廷』

昔話の主人公たちをモチーフにしたNHK Eテレ
の法廷ドラマ「昔話法廷」を書籍化。「シュールで
面白い」と話題になった「三匹のこぶた」「カチカ
チ山」「白雪姫」の3つの裁判と、書籍オリジナル
の評議のシーンを収載。あなたが裁判員なら、どう
する!?

今月の
ピックアップ

著／ＮＨＫ Ｅテレ「昔話法廷」制作班　出版／金の星社

Event News
フォーユー会館催し物ご案内
10/16
日

カラオケ しらかわ歌謡祭
●開場／9：00　開演／9：30　●入場料／無料
●問合せ／堀　喜代子　☎090-8357-9952

土10/23
日

ピアノ発表会
●開場／13：00　開演／13：30　●入場料／無料
●問合せ／於久　☎090-5086-0313
　　　　　枝光　☎090-2506-0073

10/25
火

美輪明宏 講演会 ※入場券は完売しました。
●開場／18：30　開演／19：00　●入場料／1,000円
●問合せ／教育委員会　☎22-1944

10/29
土

吉富町子どもの英語活動発表会
EnglishでGo!!
●開場／9：30　開演／10：00　●入場料／無料
●問合せ／教育委員会　☎22-1944

絵本の読み聞かせ『おはなし会』
　町内在住の未就学児を対象に絵本の読み聞かせを行い
ます。
　紙芝居や手遊び歌などをおりまぜながらの楽しい時間を
親子で一緒にお過ごしください。
　参加費は無料です。

10月19日（水） 
午前10時30分から（30分程度）

■日　時

吉富町子育て支援センター■場　所
ぺんぎんたいそう、
あたま かた ひざ ポン、
だるまさんが
　　　　　　　　　など

■内　容

10月 

秋の読書週間 
　10月27日から11月9日までの2週間は、読書生活を向上させてゆくために設定された週間となっています。
　終戦まもない１９４７年（昭和２２年）、まだ戦火の傷痕が至るところに残っているなかで「読書の力によって、平和な文化国家
を作ろう」という決意のもと、出版社・取次会社・書店と公共図書館、そして新聞・放送のマスコミ機関も加わって、１１月１７日か
ら、第１回『読書週間』が開催されました。　そのときの反響はすばらしく、翌年の第２回からは期間も１０月２７日～１１月９日

（文化の日を中心にした２週間）と定められ、この運動は全国に拡がっていきました。
　そして『読書週間』は、日本の国民的行事として定着し、日本は世界有数の「本を読む国民の国」になりました。
　いま、電子メディアの発達によって、世界の情報伝達の流れは、大きく変容しようとしています。しかし、その使い手が人間であるかぎり、その
本体の人間性を育て、かたちづくるのに、「本」が重要な役割を果たすことはかわりありません。
　 暮らしのスタイルに、人生設計のなかに、新しい感覚での「本とのつきあい方」をとりいれていきませんか。

10月27日から、秋の読書週間がはじまります。

教育委員会だより 問 教育委員会　☎22-1944
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第３８回吉富町民文化祭

　第３８回吉富町民文化祭を下記のとおり開催し
ます。
　作品展示のほか、団子汁や抹茶の無料配布、陶芸
作品のくじ引き、無料ブックリサイクルフェア、吉富神
楽の公演など、楽しい催しが盛りだくさんです。
　ぜひ、お立ち寄りください。

■開催期間
　１０月２９日（土）…午前１０時～午後４時
　　　 ３０日（日）…午前９時３０分～午後３時
■会場　　吉富町体育館、吉富フォーユー会館

　フリーマーケットの出店者を引き続き募集します。
　団体、個人など参加条件は問いません。出店料は
無料です。

●問合せ　教育委員会内　吉富町文化協会事務局
　　　　　☎２２‒１９４４

若山征洋さん（高浜）が
将棋大会で優勝

　８月７日に行橋市で開催され、北九州から大分まで
の約８５名が参加した行橋市多世代交流将棋大会A
級の部で優勝しました。

教育相談・教育診断のお知らせ
築上郡教育支援委員会主催

　来年度小学校等へ就学予定のお子さま等を対象
に、教育相談及び教育診断を次のとおり開催いたし
ます。
■日時　　１１月４日（金）
■場所　　上毛町役場　大平支所
■対象者
①平成29年度に小学校就学予定の児童及び小中
学校に在籍する児童生徒と保護者
②特別支援学校等へ就学を希望する児童生徒と保
護者

■内容　　　教育相談及び教育診断
■相談員　　別府大学短期大学部
　　　　　　　教授　足立 圭司 氏
　　　　　　京築教育事務所
　　　　　　　指導主事　三坂 しのぶ 氏
■申込み　　吉富町教育委員会
　　　　　　（吉富フォーユー会館内）
　　　　　　・申込用紙を用意しています。
■申込期限　１０月１４日（金）

●問合せ　　教育委員会

平成２９年吉富町成人式のご案内
　平成２９年の成人式を次のとおり開催します。

■日時　　平成２９年１月８日（日）
　　　　　受付…午前９時／開式…午前１０時
■会場　　吉富フォーユー会館　大ホール
■行事　　式典、記念撮影、立食パーティー
■その他　○服装は自由です。

○当日は、ご家族の方の席を用意していま
すので、どうぞご来場ください。
○該当者には１１月中に案内状を送付いた
しますが、１２月１日までに案内状が届か
なかった場合は、下記までご連絡くださ
い。

■該当者　○平成８年４月２日～
　　　　　　平成９年４月１日生れの人

○吉富町に住民票がある人
○現在住民票はないが、中学校を卒業し
た時点で町内に在住していた人
○現在住民票はないが、吉富小学校又は
吉富中学校を卒業した人で、本町の成人
式に出席を希望する人

●問合せ　教育委員会

教育委員会だより 問 教育委員会　☎22-1944



対象者

対象者

対象接種期間

対象接種期間

助成額

助成額

接種回数

接種回数

実施場所

実施場所

　インフルエンザは、毎年12月～3月にかけて流行します。予防接種は重症化の予防効果が認められています。流行する
前の予防接種が有効です。今年度も下記のとおり、高齢者と子どもの予防接種費用の助成を行います（対象者によって助成期間・
助成額が異なりますのでご注意ください。）。

インフルエンザ予防接種費用助成のお知らせ（高齢者と子ども）

◎高齢者インフルエンザ（定期接種）

◎子どもインフルエンザ（任意接種）

◎町内実施医療機関※必ず事前に電話予約をしてください(接種日・時間等は医療機関にお問い合わせください。）。

①65歳以上の方（接種時点で65歳に達している方）
②60歳から65歳未満の方で、心臓、腎臓、呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能に障がい
　を有する方(身体障害者手帳１級程度）
　※②に該当する方は、身体障害者手帳の写しまたは、医師の診断書を添付してください。

①豊前市･築上郡内契約医療機関　
　※医療機関で「吉富町子どもインフルエンザ予防接種助成金交付申請書兼請求書」(医療機関にあります）に
　　必要事項を記入します(要捺印）。接種後、医療機関での支払い時に助成額分が差し引かれます。必ず乳幼児
　　医療証または、子ども医療証・母子手帳・印鑑をお持ちください。
　※豊前市･築上郡内契約医療機関については、あいあいセンターにお問い合わせください。
②①以外の医療機関(県外医療機関等）
　※接種料金を全額支払い、あいあいセンターで払い戻しの手続きをします。手続きには、予診票の写し・領収
　　書・印鑑・振込先通帳が必要です。

平成28年10月1日（土）～平成28年12月末日

１歳(接種時点で1歳に達している児）から中学３年生までの方

平成28年10月1日(土）～平成29年1月31日(火）

1回上限3,000円

13歳未満が2回、13歳以上は1回

3,000円　※個人負担1,000円を医療機関にお支払いください。生活保護受給世帯の方は減免対象となり
ますので、医療機関窓口に診療依頼書を提示してください。

町内各医療機関　※保険証をお持ちください。
・福岡県予防接種広域化事業に加入している医療機関でも接種できます。
・県外医療機関等で接種を希望される方は、接種前にあいあいセンターにご連絡ください。　

１人につき１回

医療機関名 電話番号 高齢者
1歳～就学前

子ども
小学生
中学生

いまとみクリニック

さやの小児科

唐原内科クリニック

中山内科医院

東病院

☎２４－８６８８

☎２５－２２２５

☎２４－４１５２

☎２２－０７８２

☎２３－５６２３

☎２２－２２１９

よしとみ整形外科・
リウマチ科クリニック

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

× ○

○

○

○

○

○

○

初期（ごっくん）離乳食教室のお知らせ

生後4～6か月児と保護者   
10月25日（火）　午前１０時３０分～１2時     
吉富あいあいセンター
離乳食のすすめ方・簡単な作り方の紹介・試食
赤ちゃんの飲み物・赤ちゃんの食事エプロン
無料     

※体重測定を希望される方は、午前10時10分までにおいで
　ください。
※月齢に関係なく離乳食などのご相談があるときは、いつでもご連絡
ください。

■対象者
■日　時
■場　所
■内　容
■持ってくるもの
■参加料

１０組（定員になり次第締め切ります。）
１０月18日(火）までに
あいあいセンターに申し込んでください。     

■定　員
■申込み

　離乳食を今から始める赤ちゃんの保護者の方を対象に初期（ごっくん）離乳食教室を開催します。
ぜひご参加ください。
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吉富小学校   益田　和歩今月の健康標語

今月の健康案内月10

あいあいセンター

あいあいセンター

10：0０～１2：0０

10：0０～１2：0０

月3日 健康相談

健康相談

離乳食教室(初期)

木13日

あいあいセンター
10：0０～１2：0０パパママ学級日2日

月　17日
水　19日

あいあいセンター

あいあいセンター

あいあいセンター

10：3０～１2：0０

10：００～１2：0０

あいあいセンター
10：００～１2：0０

あいあいセンター
10：0０～１2：0０

13：3０～１4：15
あいあいセンター

10：００～１2：0０
あいあいセンター

13：3０～１4：15

月24日

乳児健診

3歳児健診

健康相談

健康相談

栄養相談【要予約】

火25日
水26日赤ちゃん広場

赤ちゃん広場木

　28日
　27日

金

木　20日 10：００～１2：0０
あいあいセンター

10：００～１2：0０
あいあいセンター　31日月こころのリハビリ教室

『ひだまり』

運動は　強い身体づくりの　第一歩

平成２８年４月以降に出生した２～１２ヵ月までの方
※母子感染予防のために抗HBs人免疫グロブリンと併用してB型肝炎ワクチンの接種を受ける場合は健康保険が適用されるため、定期接種の
　対象外となります。

※１回目の接種から３回目の接種を終えるまでにはおよそ半年間かかります。
※１歳になると定期接種の対象外となりますので、スケジュールをよくご確認いただき予防接種を受けるようにお願いします。

※町外でも福岡県予防接種広域化実施医療機関であれば接種ができます。
　直接医療機関にお問い合わせください。

任意接種として既に接種を受けたことがある方は、既に接種した回数分の接種を受けたものとみなします。

・接種回数：３回
・接種月齢：生後２ヵ月・３ヵ月・７～８ヵ月
・接種間隔：１回目と２回目は２７日以上あけて接種
　　　　  ３回目は、１回目から１３９日以上あけて接種

◆対象者 無　料

◆標準的な接種回数と接種月齢、接種間隔

◆接種についての注意事項

◆町内実施医療機関 ※必ず事前に電話予約をしてください(接種日・時間等は医療機関にお問い合わせください。）。

対象者には個人通知をしています

※骨密度検診は午前９時からの受付です。

※検診料金の減免対象者(75歳以上・生活保護世帯・非課税世帯の方 )

検　　診 内　　容 料　金 定　員対　象　者

腹部エコー検診
４０歳以上の方　　　　　　　
※輸血歴のある方や肥満傾向の方、本人・ご家族に
　肝炎治療歴のある方はぜひ受診してください。

腹部超音波検査 (肝臓・すい臓・ひ臓・胆のう・腎臓等)
※今話題の非アルコール性脂肪肝や無痛の胆石も発見
　できます。

便潜血反応 (２日法)
※事前に２日分の便を採取し当日提出します。

前腕骨のエックス線撮影 200円

400円

200円

70名

60名

無

４０歳以上の女性　　　　　　　
※今年節目年齢の方(40・45・50・55・60など)は、
　ぜひ受診してください。

大腸がん検診 ４0歳以上の方

骨密度検診

検診のお知らせ

平成２８年１０月１日からB型肝炎ワクチンが定期予防接種になります

11月19日（土）　午前8時～１1時     
吉富あいあいセンター

■日　時
■場　所

１１月４日(金)から予約を受け付けます(定員を設けている検診は先着順です。)。
申込者には、後日受診票・問診票・採便容器(大腸がん)等をお送りします。

■申込方法

　下記の検診を実施します。対象者でご希望の方は、ぜひ受診してください。

医療機関名 電話番号

さやの小児科

東病院
☎２４－４１５２

☎２２－２２１９

生後2ヵ月 生後3ヵ月 生後7～8ヵ月

① ②(①から27日) ③(①から139日以上)

●申込み・問合せ　吉富あいあいセンター



　暑い夏も終わり、おいしい食べ物がたくさん出回る季節となりました。秋になり、気温が下がって
くると体温を維持するために多くのエネルギーが必要となります。そのため、体がエネルギーを溜め
込もうと働き、食欲が増すと言われています。食欲があり、美味しく味わえることはとても良いことです
が、思いのままに食べ過ぎると体の負担になってしまいます。食べ方を工夫して体にも心にも美味しく
優しい食べ方をしましょう。

　秋が旬のさつまいもや栗などの下記の食材には炭水化物が多く含まれます。そのため、野菜と
思ってたくさん食べてしまうと血糖値や中性脂肪、ＬＤＬコレステロールの値を上げてしまうことにも
なりかねません。種類と量を考えて食べ過ぎに注意しましょう。

大人には間食は必要ありませんので、体にとっては食べないのが一番良いです。
しかし、楽しみのために食べたい時は１日３食きちんと食事をした上で時間と量を
決めましょう。お菓子には糖質や脂質が多く含まれるので、食事に気をつけていても
お菓子を食べすぎてしまうと気をつけている意味がありません。

毎日、体重を測ると前日の自分の食生活や動き方
を振り返ることができ、改善するきっかけになり
ます。ただし、体重は日内変動がありますので、毎日
同じ時間に同じ条件で体重を測りましょう。

一口につき３０回噛み、１回の食事に
２０分以上かけると早食いによる食べ
過ぎ防止になります。

夜遅く食べると、とったエネルギーを
消費できず、脂肪として体に蓄積されて
しまいます。食事は就寝２～３時間前
までにすませましょう。

参考文献：糖尿病食事療法のための食品交換表　第７版

じゃがいも 中１個
（皮付き1２0ｇ）

くり 中4個
（皮付き70ｇ）

ぎんなん 25～30粒
（殻付き55ｇ）

西洋南瓜 小1/8個
90g

※日本南瓜は160g

ゆであずき (砂糖なし)
60g

※乾燥は25g

さといも 中3個
（皮付き170ｇ）

さつまいも 中1/3本
（皮付き70ｇ）

れんこん 中1/2節
（皮付き150ｇ）

ついつい食べすぎていませんか⁉

食べすぎを防ぐためのポイント

芋や炭水化物の多い野菜と種実、豆の食べすぎ注意！

成人にとって1日に必要な芋、炭水化物の多い野菜や種実類、豆の量（例）

野菜・海藻を最初に食べる

噛む回数を意識して１口３０回噛む

間食をするときは量と時間を決めましょう

夜遅く食べない

毎日同じ時間に同じ条件で体重を測る

1日に□で囲んでいる
食材のどれか１つ あるいは 色々な種類を食べたいときは

量を調整しましょう

食欲の秋到来！

野菜や海藻は低エネルギーで食物繊維が含まれて
います。先に野菜や海藻を食べると、お腹が膨らみ
食べ過ぎを防ぐとともに、糖質の吸収を緩やかに
するなど体に嬉しいことばかりです。
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【パソコン基礎講座】
■訓練期間　11月14日～28日（月･水･金）
■場所　　　豊前地域職業訓練センター
　　　　　　（豊前市八屋1926番地）
■対象者　　初心者
■費用　　　受講料 8,020円
　　　　　　別途テキスト代必要
■定員　　　20名
【フォークリフト運転技能講習】
■訓練期間　11月8日～11日（火～金）
■場所　　　サンワークゆくはし
　　　　　　（行橋市今井3613‒4）
■対象者　　未資格者
■費用　　　受講料20,520円～32,400円
　　　　　　別途テキスト代必要
■定員　　　30名
※その他、ガス溶接技能講習、アーク溶接特
別教育、研削砥石取り扱い作業特別教
育、小型移動式クレーン運転技能講習の
講座をそれぞれ開講します。
※各講座とも定員になり次第締め切ります。
■申込み・問合せ　豊前地区職業訓練協会
　　　　　　　　  ☎82‒1511

■講座名　　クリスマス飾り作り
■開催日　　11月11日（金）
　　　　　　10：00～12：00
■募集人数　15名　
　※準備していただくもの
　　・お菓子の空き缶（一辺20㎝位）　
■申込期間　10月3日（月）～28日（金）
■申込み　　豊前市外二町清掃センター
■受付時間　8：30～16：30
■電話　　　☎82‒2192

司法書士・税理士による
相続合同相談会

４０歳からの個別就職相談（無料）
実施中

　10月1日から7日までの1週間は「法の日
週間」です。
　国民生活の中で、憲法や裁判所、法務局
が果たしている役割などについて、広く理
解していただく活動の一環として無料法律
相談会を下記のとおり開催いたします。
　相談は無料で、秘密は固く守られます。
無料法律相談会（要予約）
■日時　10月3日（月）～7日（金）
　　　　　午前の部　　9：30～12：30
　　　　　午後の部　 13：00～16：00
　　　　　夜間の部　 17：00～20：00

相談時間は各相談センターにより
違う場合がありますので、予約の
際にご確認ください。

■会場　福岡県弁護士会北九州部会の
　　　　各相談センター
■受付　電話予約制（定員100名程度）
　　　　定員になり次第締め切り
　　　　福岡県弁護士会　北九州部会　
　　　　受付電話番号 ☎093‒561‒0360

■日時　　　毎週火曜日　10：00～17：00
■開催場所　ハローワーク行橋
■内容
　・１日目　就活のポイント、応募書類の
　　　　　 書き方
　・２日目　面接のポイント、面接訓練
　※受講後は、再就職専門のアドバイザー
　　が１対１でサポートします。
■対象者　概ね40歳から64歳までの求職者
■持参物　履歴書・筆記用具
■問合せ・予約
　福岡県中高年就職支援センター
　（受託業者：テンプスタッフキャリアコンサルティング）
　☎092‒433‒7780

法の日週間無料法律相談の
お知らせ

　福岡県土地家屋調査士会では、近隣との
境界に関する問題、土地や建物に関する測
量や登記について、専門職種である土地家
屋調査士が無料にて相談を承る「境界問
題無料相談会」を下記のとおり開催しま
す。お困りごとがある方は、この機会にぜひ
ご利用ください。
■日時　　①10月12日（水）
　　　　　　13：00～16：00
　　　　　②12月14日（水）
　　　　　　13：00～16：00
　　　　　※予約不要
■場所　　福岡県土地家屋調査士会
　　　　　北九州支部事務局
　　　　（北九州市小倉北区田町12番9号
　　　　　桐友ビル3階）
■相談料　無料
■内容　　境界問題、土地の分筆や建物
　　　　　の新築等に関する相談
■問合せ　福岡県土地家屋調査士会
　　　　　事務局　☎092‒741‒5780

　相続は、法律･税務の問題が生じます。こ
の度、九州北部税理士会と福岡県司法書士
会が合同で相談会を開催いたします。
　司法書士と税理士が同時に相続の相談
に応じますので、法律と税務を一緒に解決
できる良い機会です。是非ご利用ください。
■日時　　10月15日（土）13:00～17:00
　　　　　受付終了16:00
■参加料　無料　1相談あたり30分程度
　　　　　※予約不要、先着順、定員あり（18組）
■会場　　福岡ビル　9階　第5ホール
　　　　　（福岡市中央区天神1-11-17）
■主催　　九州北部税理士会
　　　　　福岡県司法書士会
■問合せ　福岡県司法書士会事務局
　　　　　☎092-722-4131
　　　　　平日10:00～16:00まで

相談講座・教室
職業訓練講座の開講
（豊前地区職業訓練協会）

平成２８年度
豊前市外二町清掃施設組合
リサイクル講座受講生募集

「境界問題無料相談会」開催の
お知らせ

お知らせ

　暴力団等による暴力被害者の早期救済を目的に、警察、弁護士会、県暴追センター及び各
自治体等が連携して、下記のとおり面接、電話による集中相談を実施いたします。ご相談を
お待ちしております。
■日時       10月15日（土）10：00～16：00
■場所　　◎福岡地区　　相談電話番号　☎092‒711‒4076
           　    　　　　　　　福岡市暴力追放相談センター（福岡市役所２階）
　　　　　◎筑豊地区　　相談電話番号　☎0948‒22‒3883
　　　　　　　　　　　　飯塚市民事暴力相談センター（飯塚市役所２階）
　　　　　◎北九州地区　相談電話番号　☎093‒582‒2140
           　　　　　　　　　北九州市安全・安心相談センター（北九州市役所２階）
　　　　　◎筑後地区　　相談電話番号　☎0942‒30‒9055
           　　　　　　　　　久留米市暴力追放推進協議会（久留米市役所３階）
■問合せ　（公財）福岡県暴力追放運動推進センター　☎092‒651‒8938

「暴力団被害集中相談」の実施について
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　「青年海外協力隊」「シニア海外ボラン
ティア」の秋募集が１１月４日（金）まで実
施されます。興味のある方は下記までお問
い合わせください。
■問合せ　ＪＩＣＡデスク北九州
　　　　　（又はＪＩＣＡ九州募集担当）
　　　　　☎093‒643‒5931
　　　　　詳しくはＪＩＣＡホームページ
　　　　　（http：//www/jica/go/jp）へ

　公益財団法人･国際青少年研修協会で
は、５コースの参加者を募集しています。海
外生活を通して、交流を体験し、国際感覚
を養うことを目的に実施します。おひとりで
ご参加になる方やはじめて海外へ行かれる
方が７割以上ご参加されます。事前研修会
では仲間作りからサポートいたしますので、
安心してご参加いただけます。
■内容
　ホームステイ･クリスマス体験・英語研修･
文化交流・地域見学・野外活動など
※コースにより体験内容をお選びいただ
けます。

■研修国　オーストラリア・カナダ・
　　　　　サイパン・フィリピン・カンボジア
■日程
　12月24日（土）～1月4日（水）の内
　６～10日間　※コースにより異なります。
■対象
　小３～高３の方まで
　※コースにより対象学年が異なります。
■定員　　各グループ１５名
■参加費　23.8～42.5万円
■締切　　11月2日（水）※申込み先着順
（10月26日までにお申し込みの方は、早
期割引１万円）
■問合せ・資料請求
　公益財団法人　国際青少年研修協会
　☎03‒6417‒9721

ＪＩＣＡボランティア秋募集
「体験談＆説明会」

小学３年生～高校生のための
冬休み海外研修交流事業
参加者募集

募集
お知らせ

　福岡県と福岡県看護協会では、看護職員の就業促進を図るため、就職を希望する者に対
して、看護実践の場である病院において、医療・看護の現状と最新の知識・技術を習得さ
せ、職場復帰しやすくなるよう下記の日程でセミナーを開催します。

記
■募集人員　1回　10名程度
■対象者　　福岡県在住でブランクの期間に関係なく、未就業で6ヶ月以内に就業を希望
　　　　　　する看護職
■日程・場所　※研修期間2日間　時間は施設の設定により異なる。（8：30～16：00）

■募集締切　開催日の1ヶ月前まで　※定員になり次第終了
■問合せ　　福岡県ナースセンター
　　　　　　（公益社団法人福岡県看護協会事業課　担当：岸・柴田）
　　　　　　福岡市東区馬出4-10-1　　☎092-631-1221

地区別復職応援セミナーの実施について

開催日

平成28年12月7日（水）
　　　　　12月8日（木）

開催場所

総合せき損センター内

住所

〒820‐8508
飯塚市伊岐須550‐4

平成29年1月24日（火）
　　　　　1月25日（水）

久留米大学病院内 〒830‐0011
久留米市旭町67番地

　依存症（アルコール、ギャンブル等）に最初に気づくのは、多くの場合家族やパートナーで
すが、本人はなかなか治療につながらず、どう対応して良いかも分からず、悩み苦しんでいる
方が多いと思います。また、相談を受ける援助者の方達も同様に対応について悩んでいるこ
とと思います。
　今回は、治療につながらない依存症者を治療につなげるための介入方法について
「CRAFT」法を基に、本人との効果的な関わりについて、演習を交えて研修会を開催します。
　ご参加、お待ちしています。
※「CRAFT」とは、家族など依存症者の周囲にいる人が自らのコミュニケーションを変えて
いくことで対立を招かず、治療につなげていくための練習プログラムです。
■プログラム

■会場　　　福岡県行橋総合庁舎　４階大会議室
■対象　　　患者を持つ家族、支援者、テーマに関心ある方等
■参加費用　無料
■問合せ・申込み
　　　　　　事前に電話での申込みが必要となります。
　　　　　　福岡県京築保健福祉環境事務所　健康増進課　精神保健係
　　　　　　☎0930-23-2966
　　　　　　申込み締切日　10月28日（金）

アルコール依存症対策研修会

11月8日（火）
１４：００～１６：００

〇講演及び演習
　CRAFTのススメ
　～依存症者を治療につなげる家族（支援者）の練習プログラム～
　　講師　一本松すずかけ病院　看護師長　古田 和弘 氏
　　　　　　　　　　　　　　　看護師　　鈴木 由紀子 氏

日　時 内　　　容

　大切な人を家で最期まで看取った経験のある方のお話を通して「家や施設でのホスピスが可能であること」を知っていただく会です。
■主催　福岡県京築保健福祉環境事務所・ふくおか在宅ホスピスをすすめる会
■日時　10月18日（火）13：30～15：00まで（開場13：00）
■場所　京築保健福祉環境事務所　会議室（行橋市中央１丁目２-１）
■内容　1 施設での看取りについての話（施設職員・医師・訪問看護師 等）　2 音楽療法士による癒しの音楽
■参加申込み・問合せ　電話で申込み　電話番号  0930‒23‒2690 （月～金　8：30～17：00）
　　　　　　　　　　（京築保健福祉環境事務所 健康増進課 健康増進係）
■定員　30名（先着順）　　■締切り　10月11日（火）　

「在宅ホスピスを語る会」の開催のお知らせ～在宅・施設での看取りの経験を聞きませんか～ 参加費
無料
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　フロン類の使用の合理化及び管理の適
正化に関する法律が平成27年4月1日から
施行されています。これに伴い、フロン類が
使用されている業務用冷凍空調機器（業務
用エアコン、ショーケース、業務用冷蔵庫）な
どの所有者は、機器の点検等が義務付けら
れます。
　◎何を実施しなければならないのか
　◎どのように対応すればよいか
について、具体的に解説いたします。
　詳しくは、http://www.jreco.or.jp/　
guidance_28.html  検索
　福岡会場はA.R.Kビル大ホール（福岡
市博多区博多駅東2‒17‒5）で、定員105
名となっています。

　平成28年度「第25回暴力追放福岡県民
大会」を下記のとおり開催いたします。多数
のご参加をお待ちしています。
■開催日時　11月22日（火）
　　　　　　14：00～16：00
■開催場所
　福岡市中央区天神1丁目1‒1
　アクロス福岡シンフォニーホール
■主催
　（公財）福岡県暴力追放運動推進センター
■共催　福岡県警察、福岡市
■大会次第
　第1部　式典（暴追功労者表彰等）
　第2部　特別講演

講師　元目白大学教授・
　　　元科学警察研究所研究員

　　　　　　  　内山　絢子　氏
■問合せ
　（公財）福岡県暴力追放運動推進センター
　☎092‒651‒8938

■日時　10月16日（日）10:00～17:00
■場所　イオンモール筑紫野
　　　　（筑紫野市立明寺434‒1）
■内容
　○ステージイベント
　　・落語家  林家木久扇  トークショー！
　　　（15:00～16:00）
　　・クラウン音楽団による楽しいステージ
　　　（10:30～、16:15～）
　○健康についての相談や体験コーナー
15団体が出展し、医療相談、肺年齢測
定、骨密度測定、血管年齢測定などが
できます。

最低賃金の引き上げに向けた
中小企業支援事業

　ポリテクフェスティバル2016（学園祭）を
下記の日程で開催いたします。楽しいイベ
ントを数多く準備して、皆様方のご来場を
お待ちしております。
　是非、来て、見て、体感してください。
　また、ものづくり体験教室及びキャンパス
見学会も同時開催いたしますので、ご家族
でお楽しみいただけます。
■日時
　◎ポリテクフェスティバル（学園祭）
　　11月12日（土）、13日（日）
　　10：00～16：00
　◎ものづくり体験教室
　　11月12日（土）、13日（日） 午前中
　◎キャンパス見学会
　　11月12日（土）　10：00～13：00
　各イベント参加につきましては、事前
申込不要です。
■会場　九州職業能力開発大学校
　　　（北九州市小倉南区志井1665‒1）
■問合せ
　九州職業能力開発大学校　学務課
　☎093‒963‒8353　℻093‒963‒8387

　地域の活性化を目指し「真剣に相手を探
したい」「結婚したい」と考える方々に出逢い
の場を提供します。
■日時　　　11月19日（土）
　　　　　　13:30～20:00
　　　　　　（受付12:45～）
■場所　　　京都ホテル
　　　　　　（行橋市宮市町9-18）
■参加資格　男性…45歳位までの方
　　　　　　女性…特にございません
■申込締切　10月7日（金）
■主催・運営
　公益社団法人行橋法人会青年部会
　申込方法等詳細は下記ＵＲＬをご覧くだ
　さい。
http://hojinkai.zenkokuhojinkai.or.jp/
yukuhashi/

厚生労働省所管（国立）
九州職業能力開発大学校
「ポリテクフェスティバル2016」
（学園祭）開催のご案内

第５回カップリングパーティー

福岡県最低賃金改正の
お知らせ
　福岡県最低賃金が次のとおり改正されます。
　１時間　７６５円
　効力発生日　平成２８年１０月１日
　　　必ずチェック最低賃金！
　　　　　　　使用者も、労働者も。
■問合せ
　福岡労働局労働基準部　賃金室
　☎092‒411‒4578　℻092‒411‒2633
　HP：http://fukuoka-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/

①業務改善助成事業（拡充）
事業場の最も低い時間給を引き上げる中
小企業に対して、労働能率の増進に資す
る設備・機器の導入等の業務改善に要し
た経費の一部を助成するもので、以下の
とおり拡充されました。
◎事業場内の最低賃金が750円未満の
事業場
　30円以上の引上げの場合
業務改善に要した経費の7/10（労働者
30人以下の事業場は3/4）、生産性要
件を満たした場合には3/4（4/5）上限
50万円を助成します。
◎事業場内の最低賃金が800円未満の
事業場
40円以上の引上げの場合
業務改善に要した経費の7/10（労働者
30人以下の事業場は3/4）、生産性要
件を満たした場合には3/4（4/5）上限
70万円を助成します。
◎事業場内の最低賃金が1,000円未満
の事業場
60円以上の引上げの場合
業務改善に要した経費の1/2（労働者
30人以下の事業場は3/4）上限100万
円を助成します。

②専門家派遣・相談等支援事業
経営改善に取り組む中小企業の労働条
件管理などの相談等について、ワン・スト
ップで対応します。
■問合せ
　福岡労働局　雇用環境均等部　企画課
　☎092‒411‒4763　℻092‒473‒0736
　HP：http://fukuoka-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/

イベントその他「フロン排出抑制法」説明会を
開催します

「第２５回暴力追放福岡県民大会」
開催のご案内について

第15回 健康21世紀
福岡県大会開催のお知らせ

お知らせ

原爆被爆者二世の方で希望者を対象に無料で健康診断を実施しています。
詳しくは、県庁健康増進課疾病対策係（☎092‒643‒3267）までお問い合わせください。

原子爆弾被爆者二世に対する健康診断の実施について
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　ひとり暮らしの高齢者や高齢者のみの世
帯の方、健康に不安を抱える方、昼間や夜間
ひとりで過ごすことが多い方に、「救急医療
情報キット」を配付しています。
　「救急医療情報キット」は、緊急時に迅
速な救急活動が行えるよう、緊急連絡先や
かかりつけ医などの情報を書いた用紙を専
用の容器に入れ、自宅の冷蔵庫に保管する
ものです。 
　既に「救急医療情報キット」をお持ちの方
は、情報が最新のものとなるように定期的に
更新しておきましょう。今月より、在宅介護
支援センターまたは、包括支援センターの
職員が皆さんのお宅を訪問して、内容の更
新の確認を行っていきます。

■配布対象者
以下の方が対象者となり、申請される方
に配布しています。
　①65歳以上のひとり暮らしの方
　②70歳以上のみの世帯の方
③慢性的な疾患があり、日常生活で常時
注意を要する方
④65歳以上の方で昼間または夜間のみ
1人で過ごすことが多い方

■配布場所・問合せ
　健康福祉課　☎24-1123
　地域包括支援センター　☎26-1192

「救急医療情報キット」の
配布について

お知らせ

　臓器移植は、心臓や腎臓などをはじめとした人の体にとって重要な臓器の機能が低下し
たり、全く動かなくなったりする病気の唯一の根治療法です。
　移植を待ち望んでいるたくさんの患者さんのために、この機会に臓器移植について、命に
ついて考えてみませんか。大切な家族と日頃からよく話し合って自分の意思を伝えておきま
しょう。
　「万一の時」は考えたくないことかもしれません。
　でも、その時は既に、ご自分では意志を伝えられなくなっています。
　臓器提供のご意思がある方も、ない方も、運転免許証や健康保険証のウラ面の『臓器提
供意思表示欄』に記入しておきましょう。それはあなたの臓器移植への意思を守るための
ものです。
臓器移植、意思表示に関する問合せは、
　（公社）日本臓器移植ネットワークの
　　フリーダイヤル（0120-78-1069）
　又は（公財）福岡県メディカルセンター
　（092-432-5577）まで

いのちへの優しさとおもいやり
～10月は臓器移植普及推進月間です～

　麻薬、覚醒剤、大麻、シンナー及び危険ドラッグ等の乱用は、
乱用者個人の心身を蝕むばかりでなく、各種犯罪の誘因となる
など、周りの人の社会生活に著しい弊害を及ぼします。薬物乱用
問題に対する認識を高め、薬物乱用を絶対に許さない社会環境
をつくりましょう。

平成２８年度福岡県麻薬・覚醒剤乱用防止月間
～薬物乱用は「ダメ。ゼッタイ。」～

　福岡県建築住宅センターから、住まいの耐震化教室開催のお知らせです。
　平成17年3月20日の福岡県西方沖地震発生から10年が経ちました。比較的地震が少ないといわれていた福岡県を突然襲った
この地震で多くの建物が被害を受けました。また、今年4月には熊本県においても大地震が発生しました。いつ起こるかもしれな
い地震に備えて、建物の耐震化を図っていくことは大変重要なことです。
　今回、耐震改修の必要性や現状について、改めて知っていただくため、住まいの耐震化教室を開催いたします。
　皆様、お誘いあわせのうえ、ぜひご参加ください。

　◆木造住宅の耐震診断と耐震補強方法について（70分）　講師　白水　秀一 氏 （一般社団法人福岡市耐震推進協議会 会長）
　◆木造住宅の耐震改修に関する補助制度の紹介（20分）　　一般財団法人福岡県建築住宅センター企画情報部

■電子メールで申込み　氏名・住所・電話番号・希望会場を下記アドレスまでご連絡ください。　E-mail：kenshu＠fkjc.or.jp
■ファックスで申込み　氏名・住所・電話番号・希望会場を下記番号にＦＡＸしてください。　　 FAX：092-715-5230
 ※様式は任意ですが、役場総務課窓口にＦＡＸ送信様式を準備しています。

平成2８年度 住まいの耐震化教室（木造戸建て住宅）

参加費
無料

平成28年度　住まいの耐震化教室（木造戸建て住宅） 参加申込書

１１月2日（水）

１１月９日（水）

１１月１７日（木）

１１月２４日（木）

10:30～12:00
14:30～16:00
10:30～12:00
14:30～16:00
10:30～12:00
14:30～16:00
10:30～12:00
14:30～16:00

福岡県 豊前総合庁舎 大会議室
福岡県 行橋総合庁舎 大会議室
福岡県 八女総合庁舎 大会議室
福岡県 柳川総合庁舎 大会議室Ａ
福岡県 宗像総合庁舎 大会議室Ａ・Ｂ
福岡県 朝倉総合庁舎 大会議室
福岡県 直方総合庁舎 502会議室
福岡県 田川県土整備事務所 大会議室

豊前市大字八屋2007-1
行橋市中央1-2-1
八女市本村25
柳川市三橋町今古賀8-1
宗像市東郷1-2-1
朝倉市甘木2014-1
直方市日吉町9-10
田川市大字伊田4543-1

日　程 時　間 会　場 所在地

主催：（一財）福岡県建築住宅センター
共催：福岡県 全8会場

１０月１日～１１月３０日

問合せ：（一財）福岡県建築住宅センター企画情報部（電話：092-781-5169）
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【上下水道課】
◎平成２８年度～平成３０年度
　吉富町配水池本体築造工事
　　工事金額　610,405,200円
　　西武建設株式会社　九州支店
◎平成２８年度　公共下水道事業
　土屋・直江地区面整備管渠
　（第２工区）築造工事
　　工事金額　14,904,000円
　　株式会社　高牟礼建設　吉富支店
◎平成２８年度
　下水道工事に伴う配水管布設替
　工事（直江地区）
　　工事金額　864,000円
　　有限会社　中井設備　吉富支店
◎平成２８年度
　配水管拡張工事（今吉地区）
　　工事金額　2,872,800円
　　高瀬設備工業
◎平成２８年度
　別府住宅解体に伴う配水管撤去
　及び拡張工事
　　工事金額　810,000円
　　向野工務店

【総務課】
◎吉富町役場庁舎増改築工事実施設
　計業務委託
　　委託金額　１３，４７８，４００円
　　株式会社　楠山設計　九州支社

【産業建設課】
◎平成２８年度
　吉富町各種都市計画事業に係る
　データ整備業務
　　契約金額　２１，８７０，０００円
　　国際航業株式会社

休日当番医案内月10
●日にち ●病医院名

日曜日・祝日
豊前市八屋
（豊築メディカルセンター内）
☎８２－８８２０

宮崎リハビリテーション医院

杉原内科消化器科クリニック

中津胃腸病院

槻木診療所

いまとみクリニック

のまさ小児科

川嶌整形外科病院

熊谷循環器科内科医院

くろつち整形外科クリニック

田中医院

酒井病院

水谷クリニック

宮部病院

こうげクリニック

米光医院

梶原病院

下郷診療所

重岡胃腸科外科医院

三浦眼科クリニック

加来小児科

南整形外科クリニック

津民診療所

宮部病院

賀来内科循環器科医院

木下外科医院

山移診療所

２(日）

〃

〃

〃

９（日）

〃

〃

〃

１０（月・祝）

〃

〃

〃

１６（日）

〃

〃

〃

〃

２３（日）

〃

〃

〃

〃

３０（日）

〃

〃

〃

築上町東八田　 ☎０９３０－５６－１０３５

中津市中央町　　　　　☎２６－００２５

中津市永添町　　　　　☎２４－１６３２

中津市山国町槻木　　　☎６４－２０２４

吉富町今吉　　　　　　☎２４－８６８８

中津市蛎瀬　　　　　　☎６４－６８７１

中津市宮夫　　　　　　☎２４－０４６４

中津市山国町守実　　　☎６２－２１２６

豊前市赤熊　　　　　　☎８２－２５５１

中津市植野　　　　　　☎３２－８５６７

中津市中央町　　　　　☎２２－０１９２

中津市山国町守実　　　☎６２－２３３６

築上町湊　　　 ☎０９３０－５６－００３８

上毛町東下　　　　　　☎７２－２０２８

中津市古博多町　　　　☎２２－８７８８

中津市中殿町　　　　　☎２２－２５３５

中津市耶馬溪町樋山路　☎５６－２３６１

豊前市三毛門　　　　　☎８２－１０１１

豊前市青豊　　　　　　☎６４－７６００

中津市中殿町　　　　　☎２４－０５９８

中津市殿町　　　　　　☎２２－０２４１

中津市耶馬溪町大野　　☎５４－２０３５

築上町湊　　　 ☎０９３０－５６－００３８

中津市湯屋　　　　　　☎２６－０４３２

中津市宮夫　　　　　　☎２４－５７０１

中津市耶馬溪町山移　　☎５５－２０６８

●住所・電話
豊築休日急患センター
◎内科・小児科
　（9時～22時
　　受付は21時30分まで）
◎歯科（９時～17時30分）
◎口腔ガン専門医の診察予定日は
　2日・16日です。

＋

慶
　
弔

香
典
返
し
寄
附
お
礼

お知らせ

入札結果
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　９月１１日（日）に、吉富町体育協会ゴルフ部主催による「第１５回吉富
町民ゴルフ大会」が、周防灘カントリークラブにおいて開催され、さわや
かな秋晴れのなか、６７名のゴルフ愛好家の皆さんが親睦を深めながら
プレーを楽しみました。
　大会結果は次のとおりです。

Topics

平成２８年度吉富町体育協会
第１５回吉富町民ゴルフ大会開催

― 平成28年度スポーツフェスタ･よしとみ開幕 ―
第74回吉富町民親善野球大会　同友会チーム優勝！！
　吉富町体育協会主催の「第74回吉富町民親善野球大会」が
8月14日（日）、15日（月）の2日間にわたり、吉富漁港総合グラウ
ンドと吉富中学校グラウンドで行なわれました。
　大会には町内各地区から13チームが参加し、同友会チームが
見事優勝を果たしました。

［大会結果］
●優勝　同友会（喜連島）
●準優勝　今吉上･下

［個人賞］
●最優秀選手賞　諌山　優太さん（同友会）
●最優秀投手賞　松前　大樹さん（同友会）
●敢闘賞　　　　今吉　大知さん（今吉上･下）

［個人戦］
●優　勝　柳田 琴乃さん
●準優勝　花畑　明さん
●第３位　筧　 　敏さん

［団体戦］
●優　勝　土屋（Ａ）チーム
●準優勝　直江チーム
●第３位　別府チーム

◀柳田 琴乃 さん

▼土屋（Ａ）チーム
　〈左から〉
　　松田隆美さん､
　　宮房宏さん､
　　松田清隆さん､
　　梅林健二さん

《第74回吉富町民親善野球大会結果》
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　「島田虎之助顕彰少年剣道形演武大会」は、吉富町天仲寺山で修練を積んだ幕末の剣豪「島田虎之助」を顕彰し、吉
富歴史文化の会や吉富町武道館少年剣道教室が中心となる上記実行委員会が、隔年で開催しているものであり、今大
会では、築上郡内及び豊前市の小学生から高校生まで18団体95名が出場し、全日本剣道連盟が定める日本剣道形
を、「剣心一致」の精神で演武しました。
　本大会の開催にあたり、多くのご支援を賜りましたことに、深く感謝申し上げます。

（島田虎之助顕彰武道演武大会実行委員会）

Topics

第9回島田虎之助顕彰少年剣道形演武大会開催

　８月１７日（水）～１８日（木）に、吉富キッズクラブ育成連絡協議会主
催（会長：和才信子）による「キッズ・サマー合宿」が実施され、１９名の吉
富小学校児童が参加しました。
　今年は「防災合宿」をテーマに、日本防災士会久留米支部の防災士
の方々を講師に招き、様々な防災ゲームをとおして防災・減災に関する
知識や技術を学びました。
  参加した子どもたちからは、「災害のことをたくさん学べたので、活用
していきたい。」や「防災について学んだことを家で話したい。」などの
声があり、合宿をとおしていろいろなことを経験することができました。
　ご協力いただいた皆様に、厚くお礼申し上げます。
吉富キッズクラブ育成連絡協議会

吉富町防災講演会を開催しました。
　９月１３日（火）、毎年恒例となりました防災講演会を開催しました。
　講師に、仙台市地域防災リーダーの菅野澄枝先生をお招きし、「東日本大震
災からの私たちのまちづくり」と題してお話をしていただきました。
　平日の家族団らんの時間帯にもかかわらず、自主防災組織の役員の方々や
消防団、よしとみレディースの皆さまなど、多くの方が参加され、地域防災力を
高めるためのノウハウを一緒に学習しました。
　菅野先生は、東日本大震災からのまちの再生や、安全安心のまちづくりのた
めに日々ご尽力されている方で、地域に根差した防災活動の大切さを自身の経験に裏打ちされた説得力のある言葉で語
ってくださいました。
　今後の吉富町の地域防災力向上につなげていけるように、町内一丸となって、防災・減災に取り組んでいきましょう。
　また、１１月２７日（日）の午前中に町の防災避難訓練を予定しています。いざという時に迅速で正しい行動をするには、普
段の備え（訓練）が大切です。詳細は「広報よしとみ１１月号」などでお知らせいたしますので、皆様、奮ってご参加ください。

［大会結果］
●小学生低学年の部
　　敢闘賞　　守口 惺／荒巻 千都沙
●小学生高学年の部
　　最優秀賞　守口 心唯／川尻 愛莉
●中学生の部
　　最優秀賞　工藤 聖史／桃井 健寿
　　敢闘賞　　大江 吉伸／梅津 信希
●高校生の部
　　努力賞　　梅津 美紀／森山 彩乃 吉富町武道館少年剣道教室の児童・生徒

★吉富キッズクラブでは、多くの住民にボランティアで協力していただき、小学校児童を対象とした様々な体験
　教室を行っています。       
【平成２８年度実施教室】　●チャレンジ☆コース（陶芸、合気道、木工、茶道、手芸、大正琴）
　　　　　　　　　　　　  ●神楽教室　●クッキング教室　●ブラスバンド教室　●ファミリーバドミントン
■問合せ　吉富フォーユー会館内吉富キッズクラブ育成連絡協議会事務局　☎２２‒１９４４

災害時の避難について説明を受ける参加者
（田辺三菱製薬工場株式会社吉富工場屋上）

吉富キッズクラブ 夏休み「キッズ・サマー合宿」を実施しました！
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10 月 活 動 予 定の

●   5日（水）
●   7日（金）
●１2日（水）
●19日（水）
●26日（水）

リトミック
ちびっこピック
英会話ふれあい事業（英会話で遊ぼう）
絵本読み聞かせ（おはなし会）
英会話ふれあい事業（英会話で遊ぼう）

　去る9月11日（日）、福岡県消防学校において第24回福岡県消防操法大会が開催され、
築上郡の代表として吉富町消防団が6年ぶりに出場しました。
　選手に選ばれた町消防団員8名は、仕事を終えた後の夜間、豊前消防署東部分署の消防
士による指導の下、約4ヵ月に及ぶ訓練を実施し、本番に臨みました。
　残念ながら入賞は逃したものの、訓練の成果を発揮し、見事な操法を披露しました。
　応援して頂いた皆様ありがとうございました。

　８月１９日（金）に毎年恒例の教育委員会主催「親子ふれ
あい人形劇」が開催されました。「人形劇団ののはな」によ
る「ちいちいにんにん」のお話でした。小さな人形たちによ
り繰り広げられる物語でドキドキ、ワクワクの世界を親子
で満喫し、歓声をあげ楽しみました。学童の子どもたちも
夏休みの楽しい思い出になったのではと思います。

人形劇

活動時間は午前10時30分～11時30分です。
開始時間の10分前までにお集まりください。

毎週月曜日～金曜日（祝日はお休みです）
午前９時～１２時  午後１時～４時
子育て相談は、電話、面接等で随時行っています。

利 用 時 間

０歳～小学校６年生までの児童とその保護者利用対象者
無料利　用　料

■問合せ　子育て支援センター
　　　　　ＴＥＬ・ＦＡＸ２３－２１７８　

●出場選手団
◎団　長：横川清一　◎監　督：萩　茂　　◎指揮者：荒木啓輔
◎１番員：横川尊之　◎２番員：乙女竜志　◎３番員：山村崇徳
◎補助員：岩永清一・是木　崇・東谷大和・山﨑　満
◎指導員（東部分署員）： 相本啓佑・竹内慎太郎

■URL:http://www.town.yoshitomi.lg.jp/ ■E-mail:info@town.yoshitomi.lg.jp
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